
一

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離

―「
二
層
制
」
の
内
部
構
造
を
た
ど
る

―

小　
　

宮　
　

靖　
　

毅

　

は
じ
め
に

１
 
ド
イ
ツ
に
お
け
るA

ufsichtsrat
の
経
緯

２
 
中
間
的
結
論

　

む　

す　

び
は
じ
め
に

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
が
株
式
会
社
の
内
部
構
造
に
対
す
る
共
通
の
評
価
軸
と
し
て
世
界
的
に
通
用
し
て
い
る
。「
執
行
と
監
督
の

機
能
」
に
着
目
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
担
当
者
の
分
離
を
測
る
方
法
は
、
株
式
会
社
の
機
関
を
観
察
評
価
す
る
め
や
す
と
し
て
有
用
で
あ

る
（
（
（

。
各
機
能
の
担
当
者
の
属
す
る
機
関
を
も
別
に
す
る
の
が
「
二
層
制
」、
そ
の
よ
う
な
機
関
の
分
離
を
し
な
い
の
が
「
単
層
制
（
一
層

制
）」
と
言
わ
れ
る
。



二

本
論
文
は
、
専
ら
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
（A

ktiengesellschaft: A
G

）
を
対
象
に
据
え
、
業
務
執
行
者
に
対
す
る
監
督
の
方
法
と
条
件
の

整
備
の
経
緯
を
た
ど
る
。
Ａ
Ｇ
の
草
創
期
か
ら
一
九
六
五
年
株
式
法
（A

ktG

）
ま
で
し
か
扱
い
得
な
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｇ
の
監
督
機
関
と
さ

れ
るA

ufsichtsrat

（
Ａ
Ｒ
）
の
法
的
位
置
づ
け
を
論
ず
る
文
献（（
（

を
再
読
す
る
。
そ
こ
に
垣
間
見
え
る
Ａ
Ｇ
の
実
務
に
は
「
単
層
制
へ
の

傾
き
」
が
あ
り
、
こ
れ
と
制
定
法
の
制
度
設
計
と
に
調
整
を
要
す
る
す
が
た
が
観
察
で
き
る
。
そ
し
て
、「
二
層
制
」
で
あ
る
こ
と
は

「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
の
完
全
な
る
実
現
で
は
な
い
こ
と
、
両
者
は
同
義
で
は
な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
。

１ 

ド
イ
ツ
に
お
け
るA

ufsichtsrat

の
経
緯

経
営
環
境
や
実
態
を
指
摘
し
つ
つ
（
⒜
〜
⒩
）、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
改
正
を
画
期
と
し
て
制
度
の
改
変
を
示
す（（
（3
（
（

。

（
1
）H

auptpartizipanten

か
らV

erw
altungsrat

へ
（
前
史
）

設
立
に
認
許
を
要
す
る
時
代
に
、
各
株
式
会
社
の
定
款
は
設
立
前
に
審
査
を
受
け
る
。
審
査
が
厳
格
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
そ
れ
が
一
年
に

も
及
ぶ
こ
と
が
あ
る
と
い
う（（
（

。
た
だ
、
創
意
工
夫
の
施
さ
れ
た
定
款
が
認
許
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
り
、
審
査
次
第
で
は
定
款
自
治
の
範
囲

は
拡
が
る
。
こ
の
時
代
の
株
式
会
社
の
内
部
組
織
に
つ
き
、
そ
の
典
型
を
語
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
の
一
般
を
語
る
こ
と
は
難
し
い
と

指
摘
さ
れ
る（（
（

。
現
在
で
い
う
業
務
執
行
や
職
務
の
執
行
な
ど
の
役
割
と
そ
れ
を
担
う
人
々
は
当
然
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
呼
称
は
一
定

し
て
い
な
い
。
諸
文
献
を
総
合
す
る
と（（
（

、
こ
の
時
期
の
典
型
的
な
内
部
組
織
の
す
が
た
は
次
の
通
り
：

1.1　

業
務
を
執
行
し
、
会
社
を
代
表
す
るV

erw
altungsrat

（
管
理
会
）（

（
（



三

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

　
1.1.1　

�V
erw

altungsrat

は
恒
常
的
な
会
議
体
（
機
関
）
で
、A

ktionärversam
m

lung

（
株
主
会
）
か
ら
選
定
（W

ahl

）
さ
れ
た

大
株
主
が
構
成
員
で
あ
る

　

1.1.2　

そ
れ
以
前
のH

auptpartizipanten

（
大
株
主
ら
）
の
後
継
に
あ
た
る

1.2　

日
常
的
な
業
務
執
行
の
み
を
任
さ
れ
るD

irektion

（
執
行
者
）
が
い
る

　

1.2.1　

こ
れ
を
（
大
）
株
主
が
担
当
す
る
例
は
多
い

1.3　

A
ktionärversam

m
lung

（
株
主
会
）
が
あ
る
（
小
株
主
に
議
決
権
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

）

V
erw

altungsrat

の
地
位
は
大
株
主
と
し
て
の
実
力
に
基
づ
く（（1
（

。
い
わ
ば
最
高
で
万
能
の
会
議
体
で
あ
る（（1
（

。
そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
業

務
の
実
行
部
分
を
担
う
の
がD

irektion
（1.2
）
で
あ
る（（1
（

。
1.3

が
株
主
総
会
に
あ
た
る
も
の
の
、
こ
れ
が
の
ち
のGeneralversam

m
lung

（
株
主
総
会
の
前
身
）
に
移
行
す
る
と
言
え
る
に
と
ど

ま
る
。
た
と
え
ば
議
決
権
は
、
一
定
以
上
の
株
式
割
合
を
有
す
る
株
主
に
限
定
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
（1.1.2

；
2.2.3

）。

当
時
の
国
家
的
大
事
業
で
あ
る
鉄
道
を
経
営
す
る
代
表
的
実
務
家
と
し
て
知
ら
れ
るH

ansem
ann

は
、
国
営
／
国
有
の
鉄
道
事
業
を

念
頭
に
、
①
株
主
（
総
）
会
の
議
決
権
は
、
そ
れ
を
得
る
た
め
に
必
要
な
最
低
限
度
と
と
も
に
、
最
大
限
度
も
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
②D

irektion

（
五
年
任
期
／
一
部
改
選
）
をV

erw
altungsrat

（
一
年
任
期
）
が
監
督
す
る
（
特
に
重
要
な
す
べ
て
の
業
務
に
同
意
権
）、

③
株
主
（
総
）
会
がD

irektion

とV
erw

altungsrat

を
選
任
す
る
、
④D

irektion

は
、
助
言
的
議
決
権
を
有
す
る
最
上
級
の
使
用
人

を
任
命
す
る
（V

erw
altungsrat

に
同
意
権
）（“Spezialdirektor”

）、
と
い
う
私
案
を
も
っ
て
い
た
と
い
う（（1
（

。
一
方
、H

ansem
ann

と
同



四

様
、
当
時
の
代
表
的
な
鉄
道
事
業
経
営
者
だ
っ
たCam

phausen

はboard

シ
ス
テ
ム
（
単
層
制
）
を
推
奨
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

る
（
（1
（

。H
ansem

ann

の
私
案
もCam

phausen

の
見
解
も
株
式
会
社
の
内
部
組
織
を
定
款
自
治
に
よ
り
構
成
で
き
る
と
い
う
前
提
条
件
の

も
と
、
後
述
す
るRathenau

に
通
じ
る
「
実
務
的
考
察
」
と
し
て
貴
重
で
あ
る
（（
6
）
イ
）。

（
2
）V

orstand

の
代
表
権
限
（
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
）
一
八
六
一
年
制
定
）

制
定
法
の
条
文
を
論
じ
ら
れ
る
の
は
こ
こ
か
ら
で
あ
る
。
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
制
定
を
主
導
し
た
プ
ロ
イ
セ
ン
に
お
け
る
株
式
会
社
形
態
の
利

用
実
態
に
つ
い
て
は
、

⒜　

�

会
社
数
の
多
い
の
は
保
険
事
業
、
鉄
道
事
業
で
あ
る
が
、
株
式
資
本
の
一
社
平
均
は
鉄
道
事
業
を
営
む
株
式
会
社
が
他
を
圧
倒
す

る
（
三
倍
超；

金
融
業
に
比
し
て
も
約
二
・
五
倍
）

⒝　

公
益
的
な
事
業
を
、
共
同
体
的
に
営
む
、
つ
ま
り
利
害
を
共
通
に
す
る
人
々
の
設
立
・
運
営
に
よ
る
株
式
会
社
が
多
い

と
い
う
特
徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
ま
た
、
一
八
五
〇
年
こ
ろ
か
ら
七
三
年
ま
で
（
特
に
六
七
〜
七
三
年
）
の
著
し
い
経
済
発
展
が
プ
ロ
イ

セ
ン
に
お
け
る
株
式
会
社
の
設
立
数
に
表
れ
た
と
し
て
、

⒞　

�

一
八
〇
〇
〜
五
〇
年
に
は
（
鉄
道
事
業
を
除
き
）
八
〇
の
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
た
が
、
一
八
五
一
〜
五
七
年
は
そ
れ
が

一
一
九
、一
八
五
八
〜
六
七
年
に
は
再
び
八
二
で
あ
っ
た

と
の
指
摘
が
あ
る（（1
（

。

審
議（（1
（

を
経
て
成
立
し
た
条
文
に
表
れ
た
そ
の
主
な
特
徴
は
次
の
通
り
：

2.1　

V
orstand

は
必
置
の
機
関
（
二
二
七
条
、
二
〇
九
条
七
号
（2.3.1

））



五

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

　
2.1.1　

裁
判
上
、
裁
判
外
に
お
い
て
会
社
を
代
表
す
る
権
限
が
あ
る
（
二
二
七
条
、
二
三
〇
条
）（1.1

）

　
2.1.2　

V
orstand

は
、
ひ
と
り
ま
た
は
複
数
の
構
成
員
（
株
主
ま
た
は
非
株
主
）
か
ら
成
る
（
二
二
七
条
）（1.2

）

　

2.1.3　
�V

orstand

は
会
社
に
対
し
て
、
定
款
ま
た
は
Ｇ
Ｖ
決
議
に
よ
る
代
表
権
限
の
制
限
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
う
（
二
三
一
条
一

項
）（2.2.5; 2.2.2, 2.3.2.1

）

　

2.1.4　

�V
orstand

は
株
主
に
、
毎
事
業
年
度
の
遅
く
と
も
六
箇
月
経
過
す
る
ま
で
に
、
そ
の
時
点
ま
で
の
計
算
書
類
（Bilanz

）
を

提
示
（vorlegen
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
三
九
条
）

2.2　

Generalversam
m

lung der A
ktionäre

（
Ｇ
Ｖ
：
株
主
総
会
）
は
必
置
の
機
関

　

2.2.1　

�

会
社
の
事
項
、
分
け
て
も
業
務
の
執
行
、
計
算
書
類
の
閲
覧
と
検
査
、
そ
し
て
、
利
益
処
分
の
決
定
に
係
る
事
項
に
つ
い
て

株
主
に
成
立
す
る
権
利
が
、「
全
株
主die Gesam

m
theit der A

ktionäre

」
に
よ
り
、
Ｇ
Ｖ
に
お
い
て
行
使
さ
れ
る

（
二
二
四
条
一
項
）（2.3.3; 2.3.4

）

　

2.2.2　

�V
orstand

の
対
内
的
権
限
の
制
限
（
二
三
一
条
一
項
）、
個
別
の
業
務
に
関
す
るV

orstand

へ
の
「
Ｇ
Ｖ
、V

erw
altungsrat

、

Ａ
Ｒ
、
そ
の
他
の
株
主
の
機
関
に
よ
る
同
意
」
権
限
（
指
示
）（
二
三
一
条
二
項
二
文
）

　

2.2.3　

�［
定
款
自
治
］
Ｇ
Ｖ
の
議
決
権
を
付
与
す
る
条
件
（
二
〇
九
条
九
号
）（

（1
（

（
つ
ま
り
、一
株
一
議
決
権
の
保
障
は
な
い
（
二
二
四
条
二
項
））

（1.3

）

　

2.2.4　
［
定
款
自
治
］V

orstand

の
選
任
方
法
（
二
〇
九
条
七
号
：
絶
対
的
記
載
事
項
）

　
　

2.2.4.1　

Ｇ
Ｖ
はV

orstand

を
選
任
で
き
る

　
　

2.2.4.2　

Ｇ
Ｖ
はV

orstand

を
解
任
で
き
る
（
二
二
七
条
）



六

　
2.2.5　

Ｇ
Ｖ
は
決
議
に
よ
りV

orstand

に
指
示
で
き
る
（
二
三
一
条
）

2.3　
［
定
款
自
治
］A

ufsichtsrat

（
（1
（

（
Ａ
Ｒ
）
を
設
置
で
き
る
（
二
二
五
条（

（2
（

）

　

2.3.1　
［
定
款
自
治
］V

orstand

の
選
任
方
法
（
二
〇
九
条
七
号
：
絶
対
的
記
載
事
項
）

　
　

2.3.1.1　

Ａ
Ｒ
はV

orstand

を
選
任
で
き
る

　
　

2.3.1.2　

Ａ
Ｒ
はV

orstand

を
解
任
で
き
る
（
二
二
七
条
）

　

2.3.2　

Ａ
Ｒ
の
権
限
を
会
社
は
決
定
で
き
る
（4.3

）

　
　

2.3.2.1　

�

個
別
の
業
務
に
関
す
るV

orstand

へ
の
「
Ｇ
Ｖ
、V

erw
altungsrat

、
Ａ
Ｒ
、
そ
の
他
の
株
主
の
機
関
に
よ
る
同
意
」

権
限
（
指
示
）（
二
三
一
条
二
項
二
文
）（=2.2.2

）

　
　

2.3.2.2　

Ａ
Ｒ
の
選
定
（W

ahl
）
方
法
（1.1.1

）

　

2.3.3　

�

Ａ
Ｒ
はV

orstand

を
監
督
（Ü

berw
achung

）
す
る
（
会
社
の
事
情
を
調
べ
、
帳
簿
と
書
類
を
閲
覧
し
、
財
務
の
状
況
を
検
証
で
き

る
）（
二
二
五
条
）（2.2.1

）

　

2.3.4　

�

Ａ
Ｒ
は
、
年
度
決
算
、
貸
借
対
照
表
、
利
益
処
分
案
を
検
査
し
、
そ
れ
ら
に
つ
き
毎
年
Ｇ
Ｖ
に
報
告
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

（
二
二
五
条
）（2.2.1

）

ア

V
erw

altungsrat

を
継
続
す
る
選
択

Ａ
Ｒ
が
任
意
機
関
で
あ
る
こ
と
は
二
二
五
条
か
ら
読
み
取
る
が
、
そ
の
第
一
の
機
能
が
監
督
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
（2.3.3

）。
だ
が
、

定
款
に
定
め
ら
れ
る
権
限
の
範
囲
は
広
く
、V

orstand

は
そ
れ
に
法
的
に
拘
束
さ
れ
る
（2.3.2.1

）。
そ
し
て
、V

orstand

の
選
任
と
構



七

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

成
（2.2.4

＝2.3.1

）、
株
主
の
議
決
権
の
条
件
と
そ
の
行
使
の
手
続
き
（2.2.3

）
は
定
款
事
項
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
併
せ
れ
ば
、
大
株
主
を

構
成
員
と
す
る
Ａ
Ｒ
を
設
け
、V

orstand

選
任
の
権
限
を
付
し
、
株
主
と
は
い
え
小
額
の
者
か
ら
の
影
響
を
遮
断
し
た
経
営
の
か
た
ち

を
つ
く
り
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る（（2
（

。

そ
れ
ま
で
のV

erw
altungsrat

は
、
こ
の
立
法
を
受
け
、
定
款
自
治
を
最
大
限
活
用
し
た
Ａ
Ｒ
に
置
き
換
え
ら
れ
た（（2
（

。
し
か
も
、
対

外
的
な
会
社
代
表
はV

orstand

に
権
限
が
移
さ
れ
た
も
の
の
（2.1.1

）、
そ
の
担
当
者
に
つ
い
て
の
制
約
は
未
だ
な
く
（4.2.4

）、
Ａ
Ｒ
構

成
員
は
適
法
にV

orstand
で
あ
り
え
た
（1.2.1

）。
そ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
を
定
款
で
Ａ
Ｒ
の
権
限
と
定
め
れ
ば
、
Ａ
Ｒ
と
改
名
し
た

V
erw

altungsrat

を
継
続
し
、
権
限
が
実
行
部
分
に
限
ら
れ
る
（D

irektion

的
な
）V

orstand

を
そ
の
下
に
置
く
体
制
を
つ
く
り
だ
せ

る
。

イ

V
orstand

を
重
点
化
す
る
選
択

そ
の
一
方
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
がV
orstand
と
い
う
機
関
に
対
外
的
な
代
表
権
限
を
付
与
し
た
こ
と
は
（2.1.1

）、V
erw

altungsrat

か

ら
の
代
表
権
限
剥
奪
を
意
味
し
て
お
り
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
は
、
実
態
と
し
て
のV

erw
altungsrat

か
ら
の
訣
別
を
意
図
し

て
い
る
こ
と
を
重
視
す
べ
き
だ
と
す
る
見
解
が
あ
る（（2
（

。
対
内
的
な
代
表
権
制
限
の
例
と
し
て
、「
個
別
の
業
務
」
に
つ
き
「
Ｇ
Ｖ
、

V
erw

altungsrat

、
Ａ
Ｒ
、
そ
の
他
の
株
主
の
機
関
に
よ
る
同
意（（2
（

」
と
定
め
る
二
三
一
条
二
項
二
文
に
お
い
て
、V

erw
altungsrat

と

Ａ
Ｒ
が
株
主
の
機
関
と
し
て
並
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
促
さ
れ
て
い
る
（2.2.2

と2.3.2.1

）（
（2
（2
（2
（

。

こ
れ
は
株
主
の
機
関
に
対
す
るV

orstand

の
独
立
性
が
強
め
ら
れ
、
そ
の
裏
面
に
お
い
て
Ａ
Ｒ
が
監
督
機
関
と
し
て
純
化
す
る
素
地

と
な
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
だ
が
Ａ
Ｒ
が
こ
の
当
時
か
ら
監
督
を
主
と
す
る
機
関
だ
と
評
価
す
る
の
は
大
い
に
た
め
ら
う
と
こ
ろ
で

あ
る（（2
（

。



八

ウ

選
択
を
支
え
る
立
法

当
時
の
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
、
①
す
で
に
「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
の
考
え
方
が
あ
っ
た
し
、
そ
れ
が
制
度
に
反
映
し
て
い
る
と

考
え
る
論
者（（2
（

と
、
②
こ
の
制
度
が
実
態
に
あ
た
え
た
影
響
は
軽
微
で
あ
っ
た
（「
単
層
制
の
傾
向
」
が
維
持
さ
れ
た
）
と
い
う
論
者（（2
（

が
い
る
。

こ
の
よ
う
な
評
価
の
違
い
は
ど
ち
ら
か
が
正
解
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
関
心
の
あ
り
か
の
違
い
で
あ
る
。
両
者
は
排
反
し
て
お
ら
ず
、

①
が
実
態
よ
り
も
制
度
に
、
②
は
制
度
よ
り
は
実
態
に
、
重
点
を
お
く
。

ア
を
見
れ
ば
、
任
意
機
関
と
し
て
の
Ａ
Ｒ
が
初
め
か
ら
純
粋
な
監
督
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
と
い
う
評
価
は
難
し
い（（3
（

。
一
方
、
イ
か

ら
は
、V

erw
altungsrat

か
ら
代
表
権
限
を
奪
い
こ
れ
を
弱
め
た
こ
と
で
機
能
的
分
離
へ
の
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ

ろ
う（（3
（

。
こ
の
よ
う
な
立
法
を
不
完
全
と
す
る
か
、
未
完
成
と
す
る
か
、
形
容
の
し
か
た
に
は
論
者
の
考
え
方
が
現
れ
る
だ
ろ
う
。

（
3
）
準
則
主
義
へ
の
転
換
とA

ufsichtsrat

の
設
置
強
制
（
一
八
七
〇
年
改
正
）

一
八
四
〇
年
前
後
か
ら
は
発
起
人
に
銀
行
が
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
認
可
取
得
の
手
続
き
は
も
は
や
「
設
立
の
う
ち
最
も
困
難
な
部

分
」
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
定
款
の
審
査
が
そ
れ
以
前
よ
り
も
緩
や
か
に
な
っ
た
程
度
だ
っ
た
と
い
う（（3
（

。
そ
の
認
可
主
義（（3
（

の

規
定
が
削
除
さ
れ
た
。
設
立
さ
れ
よ
う
と
す
る
企
業
の
健
全
性
や
可
能
性
を
公
権
力
が
評
価
で
き
な
い
こ
と
、
詐
欺
的
設
立
を
防
止
す
る

趣
旨（（3
（

が
有
益
で
堅
実
な
設
立
を
妨
げ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
貫
し
て
増
加
す
る
申
請
を
も
は
や
適
切
に
処
理
で
き

な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
、
詐
欺
的
設
立
は
根
絶
せ
ず
、「
免
許
の
取
引
」
を
生
ぜ
し
め
る
結
果
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

こ
の
改
正
の
重
点
は
次
の
と
お
り
：

3.1　

Ａ
Ｒ
を
選
任
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
二
〇
九
条
六
号
）（1.1; 2.3

）



九

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

　
3.1.1　

Ａ
Ｒ
の
構
成
員
は
株
主
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
（1.1.1

）

　
3.1.2　

構
成
員
数
は
最
小
三

　

3.1.3　

Ａ
Ｒ
は
、
あ
ら
ゆ
る
管
理
部
門
に
つ
き
会
社
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る
（
二
二
五
ａ
条
一
項
前
段（

（3
（

）

　

3.1.4　

Ａ
Ｒ
は
、
各
種
調
査
、
Ｇ
Ｖ
へ
の
報
告
が
で
き
る
（
二
二
五
ａ
条
一
項
後
段
、
二
項
、
三
項
）（2.3.3; 2.3.4

）

　

3.1.5　

Ａ
Ｒ
は
、
会
社
の
利
益
に
お
い
て
必
要
あ
る
と
き
、
Ｇ
Ｖ
を
招
集
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
二
二
五
ａ
条
四
項
）

定
款
に
定
め
を
置
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
項
を
列
挙
し
た
二
〇
九
条
に
六
号
と
し
て
上
記
の
内
容
が
加
え
ら
れ
た
。
立
法
関
係
の
資

料
に
は
、
公
権
力
に
よ
る
監
督
を
株
主
自
身
に
よ
る
内
部
的
監
督
に
代
え
る
方
針
が
記
さ
れ
る（（3
（

。「
Ａ
Ｒ
（
な
い
し
は
〝
強
い
〟
Ｇ
Ｖ
）」
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
が
株
主
の
利
益
をV

orstand

に
対
し
て
示
せ
る
制
度
に
し
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。3.1.2

は
Ａ
Ｒ
の
利
用

向
上
と
い
う
政
策
を
担
い
、
強
い
監
督
機
関
化
（3.1.3

）
は
、
Ｇ
Ｖ
と
の
連
携
に
支
え
ら
れ
て
い
る
（3.1.4

;3.1.5

）。

だ
が
こ
の
方
針
に
は
、
先
に
見
た
定
款
自
治
の
環
境
（（
2
）
ア
（2.3.2.1

）、（2.2.4=2.3.1

）、（2.2.3

））
に
影
響
す
る
要
素
が
乏
し
い（（3
（

。
実

態
と
し
て
の
「
単
層
化
傾
向
」
を
改
め
、
二
層
制
に
お
け
る
「
執
行
と
監
督
の
機
能
分
離
」
を
実
現
す
る
目
標
を
掲
げ
た
制
度
改
正
の
経

緯
を
た
ど
る
と
き
、
こ
こ
で
の
Ａ
Ｒ
の
必
置
機
関
化
を
そ
の
十
分
条
件
と
評
価
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
。
Ａ
Ｒ
は
未
だ
純
化
し
た
監
督

機
関
た
り
得
て
い
な
い
。

（
4
）
株
主
の
た
め
のA

ufsichtsrat

（
一
八
八
四
年
改
正
）

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
一
世
が
戴
冠
し
た
の
は
一
八
七
一
年
一
月
と
い
う
。
こ
の
こ
ろ
の
ド
イ
ツ
帝
国
で
は
、



一
〇

⒟

一
八
七
一
〜
一
八
七
三
年
の
あ
い
だ
に
八
四
三
の
株
式
会
社
が
新
設
さ
れ
た

と
い
う（（3
（

。
そ
の
直
ぐ
後
か
ら
ド
イ
ツ
の
経
済
は
一
八
九
五
年
こ
ろ
ま
で
下
降
線
を
描
く（（4
（

。
詐
欺
的
設
立
や
倒
産
の
多
発
を
受
け
、「
経

済
的
放
縦（（4
（

」
へ
の
反
省
が
株
式
会
社
法
制
の
全
面
的
な
見
直
し
に
直
結
し
た
。
認
可
主
義
へ
の
回
帰
を
も
と
め
る
意
見
、
Ａ
Ｒ
を
廃
止

し
、
①V

erw
altungsrat

に
純
化
せ
よ
と
い
う
意
見
、
②
専
門
的
な
会
計
監
査
に
換
え
よ
と
い
う
意
見
、
Ａ
Ｒ
は
廃
止
せ
ず
、
③
任
意

機
関
に
戻
す
べ
き
と
す
る
意
見
、
そ
し
て
、
④
必
置
の
ま
まV
orstand

に
対
す
る
法
的
地
位
を
確
立
し
、
精
緻
化
し
て
再
構
築
せ
よ
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
と
い
う（（4
（

。

大
荒
れ
の
審
議
会（（4
（

を
経
た
改
正
は
多
岐
に
わ
た
る（（4
（

。
要
点
は
次
の
と
お
り
：

4.1　

Ｇ
Ｖ
は
一
株
一
議
決
権
と
す
る
（
二
二
一
条
二
項
＋
一
九
〇
条
一
項
）（2.1

）

4.2　

Ａ
Ｒ
に
関
す
る
法
定
事
項
（
必
置
機
関
：
二
〇
九
ｆ
条
）

　

4.2.1　

�

Ａ
Ｒ
を
選
任
す
る
の
は
Ｇ
Ｖ
の
み
と
し
（
二
二
四
条
、
一
九
一
条
一
項
）（2.3.2.2

）、
選
任
を
取
消
す
こ
と
も
で
き
る
（
二
二
四

条
、
一
九
一
条
四
項
）

　

4.2.2　

Ａ
Ｒ
の
構
成
員
は
株
主
で
な
く
て
も
よ
い
（
二
〇
九
条
六
号
削
除
）（3.1.1

）

　

4.2.3　

�

Ａ
Ｒ
各
構
成
員
は
自
ら
の
任
務
の
遂
行
を
（
Ａ
Ｒ
の
内
外
問
わ
ず
）
他
に
移
譲
し
て
は
な
ら
な
い
（
二
二
五
条
四
項（

（4
（

）（2.3.3

）（=

§
246 H

GB

）

　

4.2.4　

�

Ａ
Ｒ
とV

orstand

の
構
成
員
は
別
人
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
使
用
人
も
兼
務
で
き
な
い
）（
二
二
五
ａ
条
一
項（

（4
（

）（1.2.1

）（=

§
248 H

GB

）

　

4.2.5　

�

Ａ
Ｒ
はV

orstand

を
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
管
理
部
門
に
お
け
る
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
き
、
監
督
す
る
義
務
を
負
う
（
二
二
五



一
一
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条
一
項
一
文（

（4
（

）（3.1.3

）（
そ
の
た
め
の
調
査
権
（
対
象
拡
大
）、
Ｇ
Ｖ
へ
の
報
告
、
Ｇ
Ｖ
招
集
（3.1.4; 3.1.5

））（
招
集
権
限
：§

246 H
GB 

=§
95 IV

 A
ktG1937 =§

111 III A
ktG1965

）

　

4.2.6　

Ａ
Ｒ
は
支
配
人
の
選
任
に
つ
い
てV

orstand

に
対
す
る
同
意
権
を
有
す
る
（
原
則
）（
二
三
四
条
）（=§

238 H
GB

）

4.3　
［
定
款
自
治
］
法
定
事
項
以
外
の
Ａ
Ｒ
の
権
限
（
二
二
五
条
三
項
）（2.3.2

）（=§
246 H

GB

）

　

4.3.1　

V
orstand

の
選
任
は
定
款
条
項
（
二
〇
九
条
五
項
）（

（4
（

　

4.3.2　

Ｇ
Ｖ
招
集
権
限
（
二
三
六
条
）

必
置
機
関
と
し
て
の
Ａ
Ｒ
は
継
続
し
、
全
株
主
が
議
決
権
を
有
す
る
Ｇ
Ｖ
に
よ
り
選
任
さ
れ
る
。
公
権
力
に
よ
る
監
督
を
株
主
自
身
に

よ
る
内
部
的
監
督
に
代
え
る
方
針
（
上
記
（
3
）
準
則
主
義
へ
の
転
換
とA

ufsichtsrat

の
設
置
強
制
（
一
八
七
〇
年
改
正
））
が
継
続
し
、
よ
り

「
民
主
的
」
と
言
え
る
よ
う
に
な
っ
た
Ｇ
Ｖ
に
一
層
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ
Ｒ
の
構
成
員
に
株
主
資
格

を
要
求
し
な
く
な
り
（4.2.2

）（
（4
（

、「
株
主
に
よ
るA

ufsichtsrat

」
か
ら
「
株
主
の
た
め
のA

ufsichtsrat

」
に
転
換
し
た
。

Ａ
Ｒ
の
法
制
度
は
か
つ
て
のV

erw
altungsrat

か
ら
離
れ（（5
（

、
単
層
化
の
傾
向
が
続
く
実
務
に
影
響
を
及
ぼ
す
手
段
と
し
てV

orstand

とA
ufsichtsrat

の
構
成
員
を
分
離
し
た
（4.2.4

）。
こ
れ
を
以
っ
て
ド
イ
ツ
の
二
層
制
が
成
立
し
、
単
層
制
は
否
定
さ
れ
た
と
す
る
評

価
も
あ
る
が（（5
（

、
Ａ
Ｒ
の
権
限
に
つ
い
て
抜
本
的
な
変
更
は
な
い
（4.3
）。

Ａ
Ｒ
の
権
限
を
な
お
も
定
款
自
治
に
委
ね
る
に
つ
い
て
は
、「
Ａ
Ｒ
が
定
款
に
よ
りV

erw
altungsrat

に
改
め
ら
れ
て
よ
い
と
い
う

点
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
賞
賛
に
値
す
る
、
こ
れ
に
よ
り
、
論
理
的
で
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
実
現
で
き
な
い
「
純
粋
な
監
督

（K
ontrolle

）」
へ
の
限
定
が
取
り
除
か
れ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る（（5
（

。
字
面
の
通
り
受
け
取
れ
ば
、
Ａ
Ｒ
を
監
督
機
関
に
純
化
す



一
二

る
こ
と
に
悲
観
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
定
款
自
治
を
利
用
し
た
単
層
化
の
傾
向
を
制
度
と
し
て
抑
制
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
意
見
で
あ

る
。
国
家
的
監
督
か
ら
内
部
的
監
督
へ
と
い
う
方
針
の
継
続
を
支
持
し
、
欧
洲
各
国
間
の
株
式
会
社
制
度
間
の
競
争
を
意
識
す
る
論
者（（5
（

の

評
価
で
あ
り
、
設
立
に
関
与
す
る
銀
行
の
当
時
の
意
向
を
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る（（5
（

。

監
督
を
義
務
化
し
た
二
二
五
条
の
文
言
（「
そ
の
」（4.2.5

））
か
ら
は
業
務
執
行
がV

orstand

に
属
す
る
と
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
が
、

Ａ
Ｒ
に
執
行
機
能
を
残
す
と
い
う
選
択
は
明
示
的
で
あ
っ
た（（5
（

。

な
お
、
ド
イ
ツ
の
経
済
体
制
を
考
え
る
た
め
に
は
こ
の
時
期
か
ら
本
格
化
す
る
労
働
者
参
加
の
発
展
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る（（5
（

。

（
5
）
商
法
典
（
Ｈ
Ｇ
Ｂ
）（
一
八
九
七
年
成
立
、
一
九
〇
〇
年
施
行
）

あ
る
文
献（（5
（

に
よ
れ
ば
、

⒠　

七
〇
人
が
、
一
九
〇
一
年
の
段
階
で
一
、一
八
四
社
の
Ａ
Ｒ
に
席
を
占
め
、
あ
る
銀
行
家
な
ど
三
五
席
を
兼
ね
た
。

ベ
ル
リ
ン
証
券
取
引
所
で
取
引
さ
れ
る
一
、〇
〇
〇
を
超
え
る
株
式
会
社
を
一
九
〇
五
／
〇
六
年
に
つ
い
て
調
査
し
た
実
態
調
査（（5
（

に
よ

る
と
、

⒡　

�

ベ
ル
リ
ン
の
六
大
銀
行
は
、
他
の
株
式
会
社
のD

irektoren
に
よ
っ
て
三
四
四
社
を
、
Ａ
Ｒ
に
よ
っ
て
四
〇
七
社
を
、
そ
れ
ぞ
れ

代
表
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
を
合
算
し
た
Ａ
Ｒ
の
席
七
五
一
の
う
ち
、D

eutsche Bank

だ
け
で
二
二
一
席
に
の
ぼ
っ
た
。

⒢　

�

銀
行
の
影
響
は
、
総
数
六
、七
八
三
の
Ａ
Ｒ
の
席
の
う
ち
一
、九
九
六
（
二
九
・
四
％
）
が
銀
行
に
よ
り
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
で

な
く
、H

äufung

（
兼
任
累
積
）
とÜ

berkreuzverflechtung

（
役
員
兼
務
）（

（5
（

の
例
が
銀
行
関
係
者
に
最
も
多
か
っ
た
こ
と
に
も
表

れ
て
い
る
。



一
三

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

⒣　
�

銀
行
の
ほ
ぼ
半
数
が
、
一
つ
以
上
の
席
を
Ａ
Ｒ
に
占
め
て
お
り
、
九
一
人
の
銀
行
員
は
一
〇
以
上
の
席
を
有
し
た
。
ケ
ル
ン
の
あ
る

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
カ
ー
が
ひ
と
り
で
四
〇
席
を
有
し
た
の
が
記
録
で
あ
る
。（
銀
行
そ
の
他
の
）
一
五
四
人
で
、
Ａ
Ｒ
の
席
二
、

二
五
七
を
す
べ
て
占
め
て
い
た
。

と
の
こ
と
で
、「
株
主
の
た
め
の
Ａ
Ｒ
」（
上
記
（
4
））
は
、
銀
行
の
た
め
の
Ａ
Ｒ
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｈ

Ｇ
Ｂ
へ
の
改
正
に
お
い
て
も
Ａ
Ｒ
の
権
限
に
関
す
る
方
針
転
換
は
な
か
っ
た
こ
と
を
映
し
て
い
る
（4.2.3

〜4.2.6; 

特
に4.3

）（
（6
（

。

5.1　
［
定
款
自
治
］
法
定
事
項
以
外
の
Ａ
Ｒ
の
権
限
（
二
四
六
条
三
項
）（
＝4.3

）

　

5.1.1　

V
orstand

の
選
任
（
一
八
二
条
四
号
）（5.4.3

）

　

5.1.2　

V
orstand

の
解
任
（
二
三
一
条
三
項
）

　

5.1.3　

Ｇ
Ｖ
の
招
集
権
限
（
二
五
三
条
一
項
）（4.3.2

）

5.2　

Ａ
Ｒ
は
、
個
別
の
業
務
に
つ
きV

orstand

に
指
示
で
き
る
（
同
意
権
）（
二
三
五
条
）（2.3.2.1

）

Ａ
Ｒ
の
担
う
主
な
機
能
は
、
法
律
上
は
監
督
で
あ
る
が
、「
業
務
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
」
に
及
ぶ
た
め
（3.1.3; 4.2.5

）、
事
実
上
不
十
分
に

し
か
果
た
し
得
な
い
も
の
だ
っ
た（（6
（

。
そ
の
一
方
、
定
款
に
よ
っ
て
執
行
（
管
理
）
機
能
が
加
え
ら
れ
る
［
単
層
化
の
傾
向
］
に
変
化
は
な

い
（
（6
（

。

5.3　

�

Ａ
Ｒ
は
Ｇ
Ｖ
が
選
出
す
る
構
成
員
か
ら
成
る
（［
定
款
自
治
］
最
低
三
名
）（
二
四
三
条
一
項
）（
Ｇ
Ｖ
に
よ
る
解
任
可
能
（［
定
款
自

治
］
決
議
要
件
）（
二
四
三
条
四
項
）（4.2.1

）

5.4　

�

特
に
業
務
の
執
行
に
係
る
会
社
事
項
に
つ
い
て
全
株
主
に
成
立
す
る
権
利
は
、
Ｇ
Ｖ
に
お
け
る
決
議
を
通
じ
て
行
使
さ
れ
る



一
四

（
二
五
〇
条
）（2.2.1

）

　
5.4.1　

�

Ｇ
Ｖ
は
、
年
次
計
算
書
と
利
益
処
分
の
承
認
、
お
よ
び
、V

orstand

と
Ａ
Ｒ
の
責
任
解
除
に
つ
き
決
議
す
る
（
二
六
〇
条
）

（V
orstand

の
Ｇ
Ｖ
へ
の
報
告
義
務
）（
二
六
〇
条
二
項
）（2.2.1

）

　

5.4.2　

Ｇ
Ｖ
は
、
個
別
の
業
務
に
つ
きV

orstand

に
指
示
で
き
る
（
同
意
権
）（
二
三
五
条
）（2.2.2

）

　

5.4.3　
［
定
款
自
治
］V

orstand

の
選
任
（
一
八
二
条
四
号
）（5.1.1

）

5.5　

Ａ
Ｒ
を
必
置
機
関
と
す
る
条
文
削
除
（
明
確
と
し
て
、
も
は
や
不
要
）

Ｇ
Ｖ
に
よ
る
Ａ
Ｒ
選
出
に
つ
い
て
定
款
自
治
の
範
囲
を
限
定
し
（5.3

）、
利
益
処
分
の
承
認
を
業
務
の
執
行
と
並
列
し
て
収
め
た
条
文

（2.2.1

）
を
二
分
し
、
Ｇ
Ｖ
に
よ
る
責
任
解
除
の
対
象
に
Ａ
Ｒ
を
含
め
た
条
文
（5.4

）
と
分
け
て
い
る
（5.4

）。

（
6
）
労
働
者
の
共
同
決
定
と
い
う
選
択
（
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
）

一
九
一
九
年
八
月
の
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
（
Ｗ
Ｒ
Ｖ
）
発
布
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
た
ド
イ
ツ
の
一
大
画
期
で
あ
る
。
総
力
戦
と
敗

戦
と
賠
償
金
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
不
況
と
い
っ
た
当
時
の
事
情
が
株
式
会
社
法
に
ど
う
影
響
し
た
か
は
本
論
文
で
は
扱
い
得

な
い
。
本
論
文
の
問
題
関
心
に
拠
っ
て
二
点
と
り
あ
げ
る
。

ア　

労
働
者
の
経
営
参
加
、
共
同
決
定

⒤　

�

一
九
一
六
年
の
戦
時
経
済
体
制
の
下
で
、
一
七
歳
か
ら
六
〇
歳
ま
で
の 
─
兵
役
に
服
し
て
い
な
い
─ 

す
べ
て
の
男
子
が
労
働
総
動

員
の
対
象
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
そ
の
代
償
と
し
て
労
働
者
委
員
会
な
い
し
職
員
委
員
会
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ



一
五

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

た
（
一
九
一
六
年
一
二
月
五
日
の
「Gesetz über den V

aterländischen H
ilfsdient

：
祖
国
奉
仕
産
業
に
関
す
る
法
律
」）（

（6
（

⒥　
�

ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
一
六
五
条
一
項
は
、
概
略
、
労
働
者
と
従
業
員
が
企
業
家
と
の
対
等
の
協
力
関
係
に
お
い
て
①
賃
金
お
よ
び
労
働

条
件
の
規
定
と
②
生
産
諸
力
の
全
体
経
済
的
発
展
に
協
働
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
し
、
二
項
で
彼
ら
を
法
的
に
代
表
す
る

「Betriebsarbeiterrat: 

事
業
所
労
働
者
委
員
会
」
等
が
置
か
れ
る
、
と
定
め
た（（6
（

。

6.1　

�（
一
九
二
〇
年
事
業
所
委
員
会
法
（Betriebsrätegesetz

）
七
〇
条（

（6
（

）
Ａ
Ｒ
の
あ
る
企
業
で
は
、
…
…
、
特
別
法
（6.2

）
に
基
づ
き
、
一

名
ま
た
は
二
名
の
事
業
所
委
員
会
構
成
員
が
Ａ
Ｒ
に
派
遣
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
項
）（
二
項
：
出
席
権
と
議
決
権
の
保
障
、

三
項
：
守
秘
義
務
）

6.2　

�（
一
九
二
二
年
事
業
所
委
員
会
構
成
員
の
Ａ
Ｒ
へ
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
四
条（

（6
（

）
定
款
が
三
名
を
超
え
る
Ａ
Ｒ
構
成
員
数
を
許
容
す
る
場

合
、
…
…
、
事
業
所
委
員
会
構
成
員
二
名
が
Ａ
Ｒ
に
派
遣
さ
れ
る
。
こ
れ
以
外
の
場
合
は
す
べ
て
一
名
と
す
る
。

社
会
思
想
と
総
力
戦
体
制
の
複
雑
な
背
景
を
も
ち
な
が
ら（（6
（

、
帰
結
と
し
て
Ａ
Ｒ
に
労
働
者
が
出
席
し
、
議
決
権
を
行
使
す
る
共
同
決
定

の
制
度
化
が
成
っ
た（（6
（6
（6
（

。
資
本
の
力
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
政
策
的
応
答
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う（（7
（

。

イ）　

大
規
模
株
式
会
社
の
内
部
組
織
の
実
情

W
alther Rathenau

の
小
冊
子
は
大
規
模
株
式
会
社
の
内
部
組
織
の
実
情
報
告
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る（（7
（

。
彼
の
指
摘
を
本
論
文

の
問
題
関
心
に
従
っ
て
最
小
限
度
で
示
す（（7
（

：



一
六

大
規
模
な
企
業
の
現
況
を
十
全
に
把
握
し
て
い
る
の
は
、
現
場
に
近
い
部
署
、D

irektoren

で
あ
る
。
大
規
模
企
業
の
Ａ
Ｒ
が

比
較
的
重
要
な
業
務
に
つ
い
て
知
ろ
う
と
す
る
だ
け
で
も
時
間
が
絶
対
的
に
足
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
司
法
は
Ａ
Ｒ
構
成
員
全
員
が
す

べ
て
の
重
要
な
業
務
を
把
握
し
、
助
言
的
に
協
働
し
た
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
が
法
的
義
務
を
果
た
し
た
い
な
ら
、
個
々
の

D
irektor

と
行
動
を
共
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
だ
が
こ
れ
で
は
Ａ
Ｒ
が
経
験
も
訓
練
も
足
ら
な
いV

orstand

と
化
し
て
し
ま
い
、

こ
の
重
複
を
認
め
る
な
ら
、
法
の
求
め
る
監
督
機
能
に
は
Ａ
Ｒ
以
外
の
制
度
が
必
要
と
な
る（（7
（

。

本
来
の
職
務
で
あ
る
業
務
執
行
だ
け
で
な
く
、
法
の
課
す
監
督
の
義
務
を
果
た
せ
な
い
と
き
に
Ａ
Ｒ
に
残
る
職
務
は
な
に
か
。
そ

れ
は
ま
ず
、「
受
働
的
で
は
あ
る
が
、
法
定
の
機
関
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
う
ち
に
宿
る
不
思
議
な
力
」（

（7
（

で
あ
る
。「
大
企
業
の

業
務
執
行
者
が
、
閲
覧
と
情
報
を
要
求
し
、
承
認
を
拒
む
権
限
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
るInstanz

（
権
威
）
を
、
ま
た
他
方
で
、

彼
ら
が
困
難
な
状
況
、
交
渉
、
取
引
妥
結
の
場
面
で
支
援
し
て
も
ら
え
る
と
期
待
で
き
る
権
威
を
も
た
な
い
こ
と
を
想
像
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な
監
督
機
関
が
単
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
大
き
な
利
点
が
明
ら
か
と
な
る
。
即
ち
、
一
貫
性
（Stetigkeit

）。」（
（7
（

。

企
業
の
存
立
に
決
定
的
な
重
要
性
を
増
す
の
は
、
事
業
展
開
の
危
機
（
滅
多
に
な
い
）
な
い
し
業
務
執
行
の
危
機
（
必
ず
生
じ
る
）

の
と
き
の
Ａ
Ｒ
の
機
能
で
あ
る
。
指
揮
者
の
せ
い
で
、
あ
る
い
は
環
境
の
せ
い
で
業
績
や
収
益
力
が
低
下
し
た
場
合
、
Ａ
Ｒ
は
そ
の

組
織
体
制
の
ま
ま
自
働
的
にD

irektorium

に
な
っ
て
執
行
機
能
を
発
揮
す
る
（
業
務
執
行
と
管
理
を
引
き
受
け
る
）。
存
立
の
危
機
の

な
い
平
時
で
あ
っ
て
も
、「V

orstand

内
の
意
見
の
対
立
や
、
主
力
構
成
員
の
辞
任
な
ど
に
よ
り
、
と
き
に
生
じ
る
経
営
危
機
を
」

Ａ
Ｒ
は
引
き
受
け
る
。
属
人
性
の
強
いV

orstand

の
交
替
を
成
功
さ
せ
る
の
が
Ａ
Ｒ
の
「
最
高
の
、
そ
し
て
最
も
責
任
の
重
い
任

務
だ
。
そ
こ
で
定
期
的
に
、
そ
の
人
間
経
験
と
組
織
と
し
て
の
力
が
否
応
な
く
試
さ
れ
る
」（

（7
（

。



一
七

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

右
の
指
摘
か
ら
は
ま
ず
、
一
定
以
上
の
事
業
規
模
の
株
式
会
社
で
あ
れ
ば
、
機
能
発
揮
の
前
提
を
整
え
な
い
制
度
は
画
餅
に
帰
す
と
い

う
教
訓
を
導
け
る
。
と
い
う
の
も
、
入
力
の
な
い
と
こ
ろ
に
出
力
は
な
く
、
機
能
の
前
提
は
企
業
の
状
況
の
適
時
の
正
確
な
把
握
で
あ
る

か
ら
、
大
企
業
の
Ａ
Ｒ
は
法
に
期
待
さ
れ
る
監
督
機
能
を
果
た
せ
て
い
な
い
と
評
価
し
て
い
る（（7
（

。
経
験
や
判
断
に
お
い
て
優
れ
て
い
て

も
、
前
提
と
な
る
情
報
が
乏
し
い
と
こ
ろ
で
成
果
が
出
せ
な
い
の
は
、
Ａ
Ｒ
の
実
質
がV

erw
altungsrat

で
あ
っ
て
も
同
じ
で
あ
る
。

Rathenau

の
前
掲
箇
所
か
ら
は
、V

erw
altungsrat

が
望
ま
し
い
と
い
う
「
単
層
化
の
傾
向
」
の
当
然
視
も
、
そ
れ
に
対
す
る
積
極

的
支
持
も
読
み
取
れ
な
い
。
定
款
に
よ
り
広
汎
な
権
限
を
有
す
る
Ａ
Ｒ
が
可
能
な
当
時
の
制
度
下
に
あ
っ
て
、
有
事
に
は
Ａ
Ｒ
が
執
行
機

能
を
分
担
す
る
と
い
う
こ
と
、V

orstand

の
機
能
不
全
を
補
う
こ
と
、
適
切
な
人
事
を
行
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
Ａ
Ｒ

に
つ
き
「
監
督
か
ら
助
言Beratung
や
参
画M

itsprache

へ
の
機
能
移
行
」
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る

が
（
（7
（

、Rathenau

も
こ
れ
に
含
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
大
企
業
に
屹
立
す
るV

orstand

と
い
う
執
行
機
関
に
対
峙
し
て
、
Ａ
Ｒ

と
い
う
純
粋
な
監
督
機
関
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
主
張
を
支
持
す
る
根
拠
を
記
し
て
い
る
と
は
言
い
づ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ウ　

異
質
な
価
値
に
出
会
う
場
所

大
規
模
な
株
式
会
社
の
Ａ
Ｒ
は
、
助
言
や
参
画
と
い
う
機
能
に
重
点
が
移
行
し
、
労
働
者
が
議
決
権
を
有
す
る
会
議
体
と
な
っ
た
。
諸

価
値
の
交
差
点
の
趣
を
増
し
、
構
成
員
は
こ
こ
で
自
分
と
異
な
る
価
値
観
に
向
か
い
合
い
な
が
ら
、
具
体
的
課
題
に
答
え
を
出
し
て
ゆ
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る（（7
（

。V
orstand

の
「
一
体
」
に
比
べ
れ
ば
、
Ａ
Ｒ
は
「
多
様
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
在
り
よ
う
は
困
難
で
あ

り
、
少
な
く
と
もV

orstand

と
同
程
度
の
機
動
性
を
望
む
の
は
酷
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
図
式
的
な
捉
え
方
で
あ
り
、
労
使
協
調

が
成
っ
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
Ａ
Ｒ
も
「
一
体
」
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
う
る（（8
（

。



一
八

（
7
）
一
九
三
七
年
株
式
法

一
九
二
九
年
は
世
界
恐
慌
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
内
閣
発
足
は
一
九
三
三
年
一
月
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
は
経
済
的
な
困
難
に
見

舞
わ
れ
、
政
治
が
そ
れ
を
複
雑
化
し
て
い
た（（8
（

。

帝
国
司
法
省
は
一
九
三
〇
年
八
月
に
参
事
官
草
案
（RefE

）、
三
一
年
一
〇
月
に
政
府
案
（RegE

）
を
発
表
し
た
が
、「
通
常
の
立
法
手

続
き
で
可
決
で
き
る
政
治
環
境
に
な
か
っ
た
の
で
、
緊
急
命
令N

otverordnung

の
方
法
で（（8
（

」
急
を
要
す
る
点
と
重
大
な
誤
り
を
取
り

去
る
最
小
限
の
改
正
を
行
っ
た
（
一
九
三
一
年
Ｈ
Ｇ
Ｂ
改
正
）（

（8
（

。
複
数
回
の
命
令
に
よ
る
こ
の
Ｈ
Ｇ
Ｂ
改
正
と
、
単
行
法
と
し
て
の
株
式
法

（A
ktG

）
一
九
三
七
年
の
切
り
分
け
も
大
切
で
あ
る
が
、
内
部
組
織
に
照
準
を
絞
る
：

7.1　

V
orstand

は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
会
社
を
指
揮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
七
〇
条
一
項A

ktG1937

）（2.3.2.1

）

　

7.1.1　

�

業
務
執
行
の
問
（
題
）
に
つ
い
て
（Ü

ber Fragen der Geschäftsführung

）
Ｈ
Ｖ
は
、
そ
れ
をV

orstand

が
要
求
し
た
と

き
に
の
み
決
定
（
判
断
）
で
き
る
（
一
〇
三
条
二
項A

ktG1937

）（7.9

）

　

7.1.2　

�［
定
款
自
治
］V

orstand

の
ひ
と
り
が
筆
頭
（V

orsitzer

）
に
指
名
さ
れ
て
い
る
場
合
、
定
款
に
別
の
定
め
の
な
い
か
ぎ
り
、

V
orstand

の
意
見
が
相
違
し
た
際
は
筆
頭
が
決
す
る
（
七
〇
条
二
項
二
文A

ktG1937

）；

複
数
人
がV

orstand

に
選
任
さ
れ

た
場
合
、
Ａ
Ｒ
は
、
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
を
筆
頭
に
指
名
で
き
る
（
七
五
条
二
項A

ktG1937

）

　

7.1.3　

�［
定
款
自
治
］
代
表
権
の
範
囲
を
制
約
で
き
る
（V

orstand
に
は
対
内
的
な
遵
守
義
務
）（
七
四
条
一
項
）（7.2.3; 7.9.1

）

7.2　

業
務
執
行
の
措
置
は
Ａ
Ｒ
に
移
譲
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。（
九
五
条
五
項
一
文A

ktG1937

）

　

7.2.1　

�

た
だ
し
定
款
で
、
あ
る
い
は
Ａ
Ｒ
は
、
特
定
の
種
類
の
業
務
が
Ａ
Ｒ
の
同
意
を
得
て
の
み
行
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
定
め
て
よ



一
九

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

い
。（
九
五
条
五
項
二
文A

ktG1937

）（4.3

）（=§
111 IV

 S. 2 A
ktG1965

）

　
7.2.2　

�

法
定
さ
れ
た
同
意
権
の
例
（
①
信
用
供
与
（
八
〇
条A

ktG1937

（§
240 H

GB

（1931

）））、
②
認
可
資
本
に
よ
る
新
株
発
行

（
一
六
九
条
三
項
二
文A

ktG1937

））

　

7.2.3　

Ａ
Ｒ
はV

orstand

の
代
表
権
の
範
囲
を
制
約
で
き
る
（
七
四
条
一
項
）（7.1.3

）（5.2

）

7.3　

Ａ
Ｒ
は
「
業
務
執
行
を
」
監
督
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
（
九
五
条
一
項A

ktG1937

）（4.2.5

）

7.4　

�

Ａ
Ｒ
がV

orstand
を
選
任
す
る
（
七
五
条
一
項A
ktG1937

）（5.1.1; 4.3.1

）；

選
任
は
重
大
な
事
由
あ
る
と
き
に
取
り
消
せ
る
（
同

三
項
）（=§

84 A
ktG1965

）
7.5　

�

Ａ
Ｒ
の
構
成
員
数
に
は
規
模
基
準
を
導
入
し
（
八
六
条
一
項A

ktG1937

）、
ひ
と
り
の
構
成
員
が
同
時
に
一
〇
を
超
え
る
Ａ
Ｒ
の

構
成
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
（
兼
任
累
積
数
）（
同
二
項
）（5.3

）

　

7.5.1　

Ａ
Ｒ
は
、
定
款
で
、
構
成
員
の
中
か
ら
会
長
一
名
を
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
九
二
条
一
項A

ktG1937

）

　

7.5.2　

�［
定
款
自
治
］
Ａ
Ｒ
は
、
そ
の
構
成
員
を
以
っ
て
委
員
会
を
選
任
で
き
る
（
特
に
、
①
議
事
と
決
議
の
準
備
、
②
決
議
の
実
行
の
監

督
）（
九
二
条
四
項A

ktG1937

）（
（8
（

　

7.5.3　

Ａ
Ｒ
の
各
構
成
員
に
Ａ
Ｒ
の
招
集
権
限
を
付
与
（
九
四
条
二
項A

ktG1937

）（§
246 I H

GB

（1931

））

7.6　

�V
orstand

は
Ａ
Ｒ
に
定
期
的
に
（
長
く
と
も
四
半
期
ご
と
に
）、
業
務
の
経
過
と
企
業
の
状
態
を
、
ま
た
、
Ａ
Ｒ
会
長
あ
る
い
は
そ

の
代
行
者
に
は
重
大
な
事
由
あ
る
と
き
（bei w

ichtigem
 A

nlaß
）、
口
頭
も
し
く
は
書
面
で
、
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報

告
は
、
良
心
的
で
誠
実
な
説
明
責
任
の
原
則
に
従
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
八
一
条A

ktG1937

）（§
239a H

GB

（1931

））



二
〇

　
7.6.1　

�

Ａ
Ｒ
はV

orstand

に
対
し
い
つ
で
も
、
会
社
の
状
況
（
あ
ら
ゆ
る
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
企
業
に
対
す
る
会
社
の
関
係
を
含
む
）
に
関
し

て
報
告
を
要
求
で
き
る
。
各
構
成
員
も
そ
の
よ
う
な
報
告
を
、
Ａ
Ｒ
に
対
し
て
で
あ
る
が
、
要
求
で
き
る；

V
orstand

が

こ
れ
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
Ａ
Ｒ
の
会
長
が
当
該
要
求
を
支
持
す
る
な
ら
ば
、
要
求
さ
れ
て
よ
い
。（
九
五
条
二
項A

ktG1937

）

7.7　

決
算
検
査
に
専
門
家A

bschlußprüfer

を
導
入
（135

条A
ktG1937

以
下
）（§

262a H
GB

（1931

）
以
下
）

7.8　

株
主
総
会
（H

auptversam
m

lung

）
が
Ａ
Ｒ
を
選
解
任
す
る
（
Ｇ
Ｖ
か
ら
名
を
改
め
た
）（
八
七
条A

ktG1937

）

　

7.8.1　

�［
定
款
自
治
］
特
定
の
株
主
あ
る
い
は
特
定
の
株
式
の
所
持
人
に
、
Ａ
Ｒ
構
成
員
を
派
遣
（Entsendung

）
す
る
権
利
を
認
め

る
こ
と
が
で
き
る
（
八
八
条
一
項A

ktG1937

）（
全
構
成
員
の
三
分
の
一
ま
で
）（5.3

）

7.9　

�

株
主
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
な
き
限
り
、
会
社
の
事
項
に
つ
い
て
の
自
ら
の
権
利
を
Ｈ
Ｖ
に
お
い
て
行
使
す
る
（
一
〇
三
条
一

項A
ktG1937

）（7.1.1

）

　

7.9.1　

Ｈ
Ｖ
は
一
〇
三
条
の
権
限
と
し
てV

orstand

の
代
表
権
の
範
囲
を
制
限
す
る
決
議
が
で
き
る
（
七
四
条
一
項
）（7.1.3

）（5.4.2

）

7.10　

�

株
式
会
社
の
最
低
資
本
金
額
は
五
〇
〇
、〇
〇
〇
ラ
イ
ヒ
ス
マ
ル
ク（（8
（

（
七
条
一
項A

ktG1937

）（
帝
国
司
法
大
臣
は
、
帝
国
経
済
大
臣

の
同
意
を
得
て
そ
の
例
外
を
認
め
て
よ
い
（
同
二
項
））

ア　

機
能
純
化
の
追
求

従
来
通
り
、V

orstand

、A
ufsichtsrat

、H
auptversam

m
lung

の
三
者
を
「
株
式
会
社
の
管
理
担
当V

erw
altungsträger

（
（8
（

」
と

し
、
相
互
の
権
限
の
峻
別
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
純
化
の
追
求
で
あ
る（（8
（

。

業
務
執
行
の
権
限
を
Ａ
Ｒ
に
移
譲
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
（7.2

）、
Ａ
Ｒ
をV

erw
altungsrat

に
近
づ
け
て
い
た
定
款
自
治
は
奪
わ
れ

た
。「
そ
の
あ
ら
ゆ
る
管
理
部
門
に
お
け
る
会
社
の
業
務
執
行
に
つ
き
（4.2.5

）」
の
文
言
が
削
除
さ
れ
て
監
査
対
象
が
軽
量
化
す
る
と
と



二
一

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

も
に
、「V

orstand

の
」
の
文
言
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｒ
の
監
督
機
関
へ
の
純
化
が
追
求
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
（7.3

）（
（8
（

。
Ａ
Ｒ

か
ら
のV

orstand

へ
の
直
接
の
影
響
は
、
慣
行
で
あ
っ
た
選
解
任
を
法
制
化
（7.4

）
し
て
残
し
た（（8
（

。
慣
行
で
あ
っ
た
と
き
の
Ａ
Ｒ
は
監

督
機
関
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
選
解
任
は
「
執
行
機
能
の
王
道
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
法
制
化
さ
れ
た

選
解
任
は
「
監
督
機
能
の
究
極
」
と
呼
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

V
orstand

筆
頭
（V

orstandsvorsitzende

）
が
Ａ
Ｒ
の
意
思
を
貫
徹
す
る
可
能
性
（7.1.2

）
は
、
複
数
か
ら
成
るV

orstand

が
会
議

体
と
し
て
執
行
機
能
を
果
た
す
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
言
え
る（（9
（

。
同
じ
く
定
款
自
治
に
よ
る
代
表
派
遣
（7.8.1

）
は
、
少
数
株
主

代
表
に
よ
る
利
用
が
可
能
で
、
労
働
者
代
表
に
続
く
異
質
な
価
値
を
Ａ
Ｒ
に
持
ち
込
む
制
度
と
な
り
う
る
。

一
方V

orstand

は
Ａ
Ｒ
や
Ｈ
Ｖ
に
依
拠
せ
ず
に
会
社
を
指
揮
す
る
義
務
を
負
い
（7.1

）、
自
律
的
な
執
行
機
関
に
変
化
し
て
い
る（（9
（

。

Ｖ
／
Ａ
の
人
的
な
分
離
（4.2.4

）
は
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
（
九
〇
条A

ktG1937

）、
二
層
制
に
お
け
る
「
執
行
と
監
督
の
機
能

的
分
離
」
に
つ
い
て
は
、
法
文
の
上
で
は
、
現
在
か
ら
見
て
も
重
要
と
さ
れ
る
要
素
が
ほ
ぼ
出
そ
ろ
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う（（9
（

。
こ
の
よ

う
な
純
化
の
追
求
は
、
執
行
機
能
の
自
律
性
を
確
立
す
る
こ
と
の
反
射
と
し
て
生
じ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
資
本
の
力
の
相
対
化
を

明
確
に
意
識
し
たV

orstand

の
自
律
性
は
ド
イ
ツ
株
式
会
社
法
の
基
礎
と
な
り
、
監
督
機
能
の
意
義
も
図
式
的
に
は
「
多
数
株
主
利
益

の
貫
徹
」
を
趣
旨
と
す
る
と
言
い
切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
の
語
の
理
解
に
よ
っ
て
は
、
ド
イ
ツ
に
同
モ
デ
ル

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

イ　
「
機
能
的
分
離
」
と
株
式
法
一
九
三
七
年

一
九
三
七
年
改
正
か
ら
実
に
七
〇
年
後
の
出
版
物
に
は
、「
今
日
の
か
た
ち
の
、
そ
し
て
今
日
の
機
能
の
Ａ
Ｒ
は
、
そ
の
起
源
を

一
九
三
七
年
株
式
法
に
持
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
全
体
と
し
て
単
層
制
に
転
換
す
る
、
あ
る
い
は
、
任
意
に
の
み
そ
れ
を
許
す
と
い
う
方



二
二

向
性
は
、
明
確
に
拒
絶
さ
れ
た
」
と
す
る
論
者（（9
（

が
あ
る
一
方
、「
Ｇ
Ｖ
と
Ａ
Ｒ
を
介
し
て
株
主
が
支
配
す
る
一
方
、V

orstand

が
単
な
る

代
表
と
実
行
の
機
関
に
と
ど
ま
る
と
い
う
、
嘗
て
汎
く
用
い
ら
れ
た
株
式
会
社
の
構
造
は
、
い
ま
な
お
啓
発
的
で
実
効
的
と
証
明
さ
れ
て

い
る
」
と
す
る
者（（9
（

が
あ
る
。

一
九
六
五
年
改
正
の
基
調
は
前
者
で
、「
二
層
制
がBoard-System

よ
り
も
よ
い
と
言
え
る
納
得
感
は
あ
っ
た
し
、
変
更
す
る
ほ
ど

の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
の
が
一
般
だ
っ
た（（9
（

」
と
総
括
し
て
い
る
。
だ
が
後
者
は
、
一
九
三
七
年
法
が
確
立
し
現
行
法
に
至
る

「
執
行
機
関
（V

orstand
）
の
自
律
性
」
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
執
行
機
能
を
監
督
機
関
に
取
り
戻
す
方
が
株
主
利
益
に
基
づ
く
経
営
が
一
貫

し
て
効
率
的
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
改
正
の
直
前
、
法
の
「
社
会
学
的
基
盤
」
を
測
量
す
べ
き
で
あ
る
だ
と
し
つ
つ（（9
（

、
二
層
制
下
の
実
務
が
、
単
層
制
的
運
営

傾
向
を
保
っ
て
い
る
こ
と
を
正
面
か
ら
認
め
る
べ
き
だ
と
す
る
意
見
の
あ
っ
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
る
（
後
掲（
9
））。
法
と
実
態
が
乖
離
し

た
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
即
ち
（
強
め
に
言
い
換
え
る
な
ら
）
法
律
違
反
が
常
態
化
し
て
い
た
な
ら
ば
、
両
者
の
違
い
を
縮
め
る
法
改
正
が
企
図

さ
れ
る
。
一
九
三
七
年
改
正
前
に
お
い
て
も
法
と
経
営
倫
理
に
背
馳
す
る
株
式
企
業
は
あ
っ
た（（9
（

。
立
法
関
係
者
が
実
務
の
側
を
改
め
さ
せ

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
問
わ
れ
る
の
は
、
会
社
実
務
は
制
定
法
の
描
い
た
通
り
に
変
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
で
あ

る
。
当
時
の
立
法
活
動
に
つ
い
て
も
確
か
に
、
そ
の
達
成
度
は
測
ら
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

ウ　

二
層
制
の
比
較
優
位

一
九
二
四
年
か
ら
二
六
年
に
か
け
て
ド
イ
ツ
法
律
家
大
会
（
Ｄ
Ｊ
Ｔ
）
は
、
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
に
ア
メ
リ
カ
のboard

体
制
を
受
容

す
る
か
（
単
層
化
の
是
非
）
を
議
論
し
、
不
適
切
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
い
う（（9
（

。
こ
の
問
題
に
は
の
ち
に
ま
た
触
れ
る
が
、
単
層
制
を
採

用
す
べ
し
と
の
意
見
が
繰
り
返
し
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
そ
こ
に
登
場
し
た
「
心
理
的
な
」
要
素
が
興
味
深
い
。
曰
く



二
三

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

「
ひ
と
つ
の
機
関
を
共
有
す
る
と
、
同
輩
同
士
、
お
互
い
に
監
督
し
あ
う
の
が
難
し
く
な
る
だ
ろ
う（（原

（
原
注

。
そ
れ
に
、Board

で
は
情
報
開
示

に
欠
陥
が
生
ず
る；

外
部
の
観
察
者
か
ら
は
、
誰
が
業
務
を
執
行
し
、
誰
が
そ
れ
を
専
ら
監
督
す
る
か
、
わ
か
り
づ
ら
い（（原

（
原
注

。」（
（9
（

（
8
）
一
九
六
五
年
株
式
法
改
正

敗
戦
が
あ
り
、
占
領
が
あ
り
、
一
九
四
九
年
五
月
二
三
日
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
臨
時
政
府
が
発
足
す
る
。
以
下
で
は
い
わ
ゆ
る
西
ド

イ
ツ
の
状
況
を
見
る
。

ア　

労
働
者
の
経
営
参
加
、
共
同
決
定

共
同
決
定
制
度
の
動
き
が
早
い
。

⒦　

一
九
五
一
年
、［
従
業
員
数
一
、〇
〇
〇
人
以
上
］
の
［
鉱
山
・
製
鉄
・
製
鋼
業
］
会
社
の
Ａ
Ｒ
に
お
け
る
共
同
決
定
（M

ontan-M
itbestG

）

⒧　

�

一
九
五
二
年
、［
従
業
員
五
〇
〇
人
以
上
二
、〇
〇
〇
人
ま
で
の
大
規
模
・
中
規
模
会
社
］
の
Ａ
Ｒ
は
労
働
者
代
表
が
三
分
の
一
（
従

業
員
五
〇
〇
人
以
下
の
家
族
企
業
を
除
く
）（BetrV

G
発
効
）（
の
ち
二
〇
〇
四
年D

rittelbeteiligungsG

に
改
正
）

⒨　

�

一
九
五
六
年
、「［
事
業
付
加
価
値
の
五
〇
％
以
上
］
を
［
鉱
山
・
製
鉄
・
製
鋼
業
］
が
生
み
出
す
子
会
社
」
を
有
す
る
親
会
社
に
右

記
⒦
を
適
用
（M

ontanM
itbestGErgG

）（
の
ち
一
九
八
九
年
、
五
〇
％
を
二
〇
％
に
引
き
下
げ
る
）

⒩　

�

一
九
七
六
年
、［
従
業
員
二
、〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業
］
の
Ａ
Ｒ
で
は
、
労
働
者
代
表
が
二
分
の
一
（
た
だ
し
Ａ
Ｒ
会
長
は
資
本
代
表
者
）

（M
itbestG

発
効
）

こ
れ
ら
は
株
式
会
社
の
内
部
組
織
と
し
て
の
Ａ
Ｒ
の
位
置
づ
け
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
実
際
の
働
き
方
に
影
響
し
て
い
る
。

（8.3

）
で
は
、
支
配
企
業
代
表
者
の
兼
任
は
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
必
要
と
い
う
判
断
が
行
わ
れ
て
い
る
。



二
四

（8.4

）
に
見
え
る
よ
う
に
、
異
質
な
要
素
の
経
営
へ
の
取
り
込
み
方
に
は
相
当
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う（（10
（

。
た
と
え

ば
、
Ａ
Ｒ
の
全
体
会
の
構
成
は
法
定
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
内
部
に
設
け
る
委
員
会
の
構
成
ま
で
も
法
的
規
制
を
う
け
る
か
ど
う
か
が

争
点
と
な
っ
た（（10
（

。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
者
の
経
営
参
加
強
制
（
適
用
拡
大
方
向
）
に
つ
い
て
は
訴
訟
が
あ
っ
た（（10
（

。

イ　

二
層
制
の
〝
調
律
〟

8.1　

V
orstand

は
会
社
を
指
揮
す
る
（
七
六
条
一
項A

ktG1965

）；

Ｈ
Ｖ
の
権
限
は
制
約
さ
れ
る
（
一
一
九
条
二
項A

ktG1965

）（7.1

）

　

8.1.1　

�V
orstand

は
Ｈ
Ｖ
の
要
求
に
よ
り
Ｈ
Ｖ
の
権
限
に
属
す
る
措
置
を
準
備
し
（
八
三
条
一
項A

ktG1965

）、
決
議
さ
れ
た
措
置

を
実
行
す
る
義
務
を
負
う
（
同
二
項
）

　

8.1.2　

�［
定
款
自
治
］
法
定
事
項
以
外
に
つ
い
て
、V

orstand

構
成
員
は
、
定
款
、
Ａ
Ｒ
、
Ｈ
Ｖ
、V

orstand

と
Ａ
Ｒ
の
定
め
た

業
務
規
程
が
、
業
務
執
行
権
限
に
つ
い
て
定
め
る
制
約
を
遵
守
す
る
義
務
を
負
う
（
八
二
条
二
項A

ktG1965

）（7.1.3

）

8.2　

�V
orstand

の
意
思
決
定
方
法
は
「
合
議
原
則
（K

ollegialprinzip

）：
全
会
一
致
」（
七
七
条
一
項
一
文A

ktG1965

）；

構
成
員
の
多

数
に
反
し
て
、
一
人
ま
た
は
数
人
の
構
成
員
が
決
定
し
て
は
な
ら
な
い
（
七
七
条
一
項
二
文
後
段A

ktG1965

））（7.1.2

）

　

8.2.1　

�［
定
款
自
治
］
全
会
一
致
で
な
い
方
法
を
定
め
ら
れ
る
（V

orstand

の
業
務
規
程
で
定
め
て
も
よ
い
）（
七
七
条
一
項
二
文
前
段

A
ktG1965

）

　

8.2.2　

定
款
が
業
務
規
程
に
優
越
す
る
（
七
七
条
二
項
二
文A

ktG1965

）

　

8.2.3　

�［
定
款
自
治
］V

orstand

の
業
務
規
程
は
、
①V

orstand
が
策
定
す
る
、
あ
る
い
は
、
②
（
1
）
Ａ
Ｒ
が
策
定
す
る
（8.4

）

（（
2
）
Ａ
Ｒ
が
自
ら
策
定
し
な
い
と
き
は
①
）（
七
七
条
二
項
一
文A

ktG1965

）（8.1.2

）

　

8.2.4　

業
務
規
程
に
関
す
る
決
議
はV

orstand

の
全
会
一
致
（
七
七
条
一
項
三
文A

ktG1965

）



二
五

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

8.3　

�

Ａ
Ｒ
の
構
成
員
数
の
拡
張
（
九
五
条
一
項A

ktG1965

）、
兼
任
累
積
数
一
〇
（
一
〇
〇
条
二
項
一
号A

ktG1965
；

た
だ
し
コ
ン
ツ
ェ
ル

ン
支
配
企
業
の
代
表
者
に
つ
い
て
従
属
企
業
の
Ａ
Ｒ
は
五
つ
ま
で
算
入
さ
れ
な
い
（
同
項
二
文
））（7.5

）

　

8.3.1　
［
定
款
自
治
］
Ａ
Ｒ
会
長
の
選
定
方
法
（
一
〇
七
条
一
項A

ktG1965

）

8.4　

�「
Ａ
Ｒ
は
業
務
執
行
を
監
視
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」（
一
一
一
条
一
項A

ktG1965

）；

業
務
執
行
の
措
置
を
移
譲
し
て
は
な
ら
な

い
（
同
四
項
一
文
）（7.2

）

　

8.4.1　
［
定
款
自
治
］
Ａ
Ｒ
自
ら
同
意
権
の
対
象
を
定
め
て
よ
い
（
一
一
一
条
四
項
二
文A

ktG1965

）（7.2.1

）

8.5　

Ａ
Ｒ
全
体
会
の
職
務（（10
（

お
よ
び
同
意
権
の
行
使
は
委
員
会
に
移
管
で
き
な
い
（
一
〇
七
条
三
項A

ktG1965

）（7.5.2; 7.2.1

）

　

8.5.1　

�

利
益
相
反
規
制
／
Ａ
Ｒ
の
同
意
権
（
①
会
社
と
Ａ
Ｒ
構
成
員
個
人
間
の
「
助
言
契
約
」
を
締
結
（
一
一
四
条A

ktG1965

）、
②
会
社
の

Ａ
Ｒ
構
成
員
へ
の
信
用
供
与
（
一
一
五
条A

ktG1965

））（
（10
（

［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］
は
、
国
政
の
三
権
分
立
か
ら
の
類
推
は
明
確
に
否
定
し
て
い
る
。
三
面
関
係
の
な
か
で
も

［V
orstand/H

V

］
の
関
係
に
つ
き
、V

orstand

が
指
揮
し
、
Ｈ
Ｖ
の
業
務
執
行
権
限
が
制
約
さ
れ
る
一
九
三
七
年
法
と
同
じ
結
論
を

「
株
式
会
社
は
そ
れ
が
少
数
の
専
門
知
識
あ
る
人
々
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
と
き
に
の
み
繁
栄
し
得
る
」
と
正
当
化
す
る
（8.1

）（
（10
（

。
そ
し
て
、

「
会
社
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
、
そ
れ
がV

orstand

に
委
せ
ら
れ
た
ま
ま
に
は
置
い
て
お
け
な
い
ほ
ど
、
本
質
的
で
あ
る
個
々
の
業

務
執
行
上
の
問
題
に
ま
で
、
Ｈ
Ｖ
の
権
限
を
拡
張
し
て
い
る
」
と
す
る（（10
（

。

一
方
、［V

orstand/A
R

］
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
単
層
化
す
る
「
何
ら
の
理
由
も
」
な
く
、
二
層
制
に
は
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分

離
と
い
う
長
所
が
あ
る
と
し
て
、
や
は
り
一
九
三
七
年
法
の
方
針
を
堅
持
す
る
と
説
明
す
る（（10
（

。
Ａ
Ｒ
とV

orstand

の
人
的
分
離（（10
（

、
Ａ
Ｒ



二
六

に
よ
るV

orstand

の
選
解
任
（
八
四
条
）（=

7.4

）、
権
限
の
移
譲
禁
止
（8.4

）
は
変
え
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
Ａ
Ｒ
に
よ
るV

orstand
の
業
務
規
程
策
定
権
限
（8.1.2; 8.2.3

②
（
1
））、
Ａ
Ｒ
の
監
督
義
務
を
支
え
る
情
報
環
境
をV

orstand

が
整
備
す
る
義
務
の
拡
充
（
九
〇

条
）（

（10
（

と
い
っ
た
改
正
を
行
う
。

（
9
）
単
層
化
の
傾
向
、
そ
の
後

［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］
は
、「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
を
よ
い
こ
と
と
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
必
要
性
か
つ
必
然
性
の

例
証
に
、
単
層
制
に
お
い
て
「
統
一
的
な
管
理
機
関
か
ら
、
会
社
の
指
揮
を
司
る
業
務
執
行
委
員
が
分
離
し
た
」
と
い
う
歴
史
的
発
展
を

挙
げ
る（（11
（

。
こ
こ
か
ら
は
ま
ず
、
機
能
的
分
離
の
実
現
度
を
測
る
こ
と
が
機
関
の
数
に
左
右
さ
れ
な
い
観
察
規
準
で
あ
り
、
単
層
制
も
対
象

に
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
即
ち
、
単
層
制
で
あ
っ
て
も
機
能
的
分
離
は
観
測
可
能
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
評
価
を
下
し
て
い

る
。
機
能
的
分
離
が
よ
い
こ
と
で
あ
る
と
し
て
も
、
だ
か
ら
二
層
制
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
う
換
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
結

論
だ
け
が
導
か
れ
る
と
は
言
え
な
い
。

一
九
六
一
年
の
段
階
で
一
五
〇
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、「
実
態
と
し
て
単
層
制
が
続
い
て
き
た
の
だ
か
ら
」
Ａ
Ｒ
とV

orstand

を

併
せ
たV

erw
altungsrat

を
設
け
よ
と
い
う
主
張
が
あ
っ
た（（11
（

。
多
岐
に
わ
た
る
そ
の
提
案
を
紹
介
し
つ
く
せ
な
い
が
、
①
単
層
化
し
た

際
の
監
督
機
能
はV

erw
altungsrat

に
社
外
取
締
役outside-direcktors

を
置
き
、
こ
れ
が
担
う
、
②
労
働
者
の
共
同
決
定
は
、
こ

れ
は
株
式
会
社
法
上
の
異
物
で
あ
る
か
ら
廃
せ
よ
、
も
し
廃
さ
な
い
と
す
れ
ば
、
労
働
者
代
表
はV

erw
altungsrat

に
属
せ
ば
よ
い
、

と
す
る（（11
（

。
も
う
ひ
と
つ
③
少
数
株
主
代
表
者
を
Ａ
Ｒ
に
迎
え
る
よ
う
選
任
の
方
法
を
改
め
よ
、
と
言
う
の
で
あ
る（（11
（

。

一
九
六
五
年
改
正
が
こ
う
し
た
提
言
を
容
れ
な
か
っ
た
の
ち
も
、
不
祥
事
を
抑
え
ら
れ
な
い
Ａ
Ｒ
へ
の
批
判
は
た
び
た
び
「
単
層
化
」



二
七

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

の
主
張
に
結
び
つ
く
よ
う
で
あ
る（（11
（

。
だ
か
ら
こ
そ
、「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
に
着
目
し
、
そ
の
実
効
性
を
評
価
す
る
の
が
相
当

で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
一
般
化
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
二
層
制
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
直
ち
に
機
能
的
分
離
が

成
っ
て
い
る
と
考
え
て
は
い
な
い
。

Societas Europaea

（SE

）
の
内
部
構
造
に
つ
い
て
単
層
制
あ
る
い
は
二
層
制
の
選
択
が
定
款
自
治
と
な
っ
た
こ
と
に
も
（A

rt. 38 

V
O

）（
（11
（

、
労
働
者
の
共
同
決
定
制
度
と
い
う
社
会
的
な
選
択
を
す
で
に
了
え
、
そ
の
基
盤
を
株
式
会
社
法
が
提
供
し
て
い
る
と
い
う
現
実
の

重
さ
が
影
響
し
て
い
る
。
労
働
者
の
共
同
決
定
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
単
層
化
傾
向
は
押
し
と
ど
め
ら
れ
る
。
二
層
制
を
廃
し
単
層
制
へ
移

行
す
る
提
案
は
、「A

ufsichtsrat
に
根
付
い
た
共
同
決
定
の
せ
い
で
真
面
目
に
受
け
止
め
て
は
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
ま
で
書
か
れ
て

し
ま
う
の
で
あ
る（（11
（

。
２ 

中
間
的
結
論

（
1
）「
二
層
制
」
と
「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」

一
八
六
一
年
か
ら
算
え
た
お
よ
そ
一
〇
〇
年
を
大
づ
か
み
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
業
務
執
行
者
に
対
す
る
監
督
の
方
法
と
条
件
を
整

備
す
る
過
程
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
一
九
三
七
年
法
は
、
執
行
機
能
と
監
督
機
能
を
、
人
的
に
分
離
さ
れ
た
二
つ
の
機
関
そ
れ
ぞ
れ
に
過

不
足
な
く
振
り
分
け
る
方
針
を
採
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
は
、「
二
層
制
」
と
「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
と
が
同
義

と
な
る
よ
う
な
株
式
会
社
の
内
部
構
造
を
ド
イ
ツ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
モ
デ
ル
と
し
て
追
い
求
め
た
時
期
が
あ
る
。

だ
が
一
九
六
五
年
法
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、「
二
層
制
」
で
あ
る
こ
と
が
「
執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
」
の
十
分
条
件
で
は
な
い



二
八

と
い
う
見
極
め
で
あ
り
、
業
務
執
行
者
に
対
す
る
監
督
の
方
法
と
条
件
の
整
備
は
、
労
働
者
共
同
決
定
を
前
提
と
し
て
、
継
続
す
る
と
い

う
社
会
的
な
選
択
で
あ
る
。
Ａ
Ｒ
は
監
督
機
能
だ
け
を
担
う
機
関
と
し
て
純
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
法
以
前
を
見
る

と
、
そ
の
原
因
を
労
働
者
共
同
決
定
に
の
み
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
2
）
多
様
性
の
受
け
皿
と
し
て
のA

ufsichtsrat 

― 

二
層
制
の
特
長

ド
イ
ツ
に
お
け
る
執
行
機
能
の
自
律
性
は
、
大
株
主
を
含
む
各
種
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
適
切
な
距
離
を
置
き
、
近
す
ぎ
ず
遠
す

ぎ
ず
で
会
社
の
利
益
を
実
現
す
る（（11
（

。
そ
の
限
界
を
ど
う
設
定
す
る
か
は
、
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
法
の
肝
腎
な
と
こ
ろ
で
あ
る（（11
（

。
株
主
利
益

と
そ
れ
以
外
（
共
通
善Gem

einw
ohlinteressen

）
の
調
整
と
い
うV

orstand

の
担
う
作
業
の
精
密
さ
に
鑑
み
て
、
多
様
性
の
受
け
皿
と

し
て
Ａ
Ｒ
がV

orstand

と
別
の
機
関
で
あ
る
こ
と
は
好
都
合
と
言
え
る（（11
（

。
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の
共
同
決
定
の
み
な
ら
ず
、

消
費
者
代
表
や
公
益
代
表
な
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
参
加
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
Ａ
Ｒ
を
置
い
て
な
い（（12
（

。
助

言
・
協
働
の
面
目
躍
如
で
あ
る
。
単
層
制
で
、
そ
の
受
け
皿
が
も
し
もV

erw
altungsrat

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
も
う
一
段

の
工
夫
を
要
す
る
だ
ろ
う（（12
（

。

（
3
）A
ufsichtsrat

の
実
態
の
変
わ
ら
な
さ

〝
し
か
し
、A

ufsichtsrat

が
、
現
場
に
近
い
伴
走
機
能
を
引
き
受
け
る
た
め
に
事
後
的
な
機
能
を
脱
す
る
こ
と
を
目
標
に
据
え
れ

ば
据
え
る
ほ
ど
、
審
議
し
て
決
議
す
る
会
議
体
と
し
て
のA

ufsichtsrat
は
三
六
五
日
の
う
ち
三
日
か
ら
五
日
し
か
存
在
し
な
い

と
い
う
単
純
な
事
実
に
憤
慨
す
る
だ
ろ
う
。
年
に
数
度
し
か
集
ま
ら
な
い
決
議
機
関
で
あ
るA

ufsichtsrat

は
、
四
六
時
中
蓄
積



二
九

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

す
る
企
業
情
報
に
つ
い
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
ど
ん
な
伴
走
機
能
に
も
欠
か
せ
な
い
現
場
へ
の
近
さ
は
、A

ufsichtsrat

が
次

の
三
つ
の
鍵
と
な
る
特
性
を
備
え
た
「
内
部
組
織
」
を
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
達
成
さ
れ
る
：
小
人
数
で
あ
る
こ
と
、
開
催

頻
度
が
は
る
か
に
大
き
い
こ
と
、
そ
し
て
、
緊
密
で
あ
る
こ
と
。〟（［Böckli, 1992

］）（
（12
（

こ
れ
が
実
態
を
反
映
し
た
指
摘
で
あ
る
な
ら
、Rathenau

の
観
察
か
ら
七
〇
年
ほ
ど
が
経
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
（
1
．（
2
）

イ
）。
Ａ
Ｒ
の
制
度
上
の
か
た
ち
を
、
定
款
自
治
を
許
さ
ず
、
あ
る
い
は
、
選
択
肢
を
与
え
つ
つ
、
少
人
数
／
開
催
頻
度
／
緊
密
の
規
制

内
容
に
実
務
を
誘
導
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

む　

す　

び

責
任
規
定
、
任
期
、
利
益
相
反
、
報
酬
、
な
ど
の
重
要
な
側
面
を
切
り
捨
て
な
け
れ
ば
で
き
な
か
っ
た
作
業
で
、
ま
こ
と
に
行
き
届
か

な
い
が
、
本
論
文
で
は
、
経
緯
を
再
確
認
し
、
図
式
的
な
見
通
し
を
得
る
こ
と
を
優
先
し
た
。
Ａ
Ｒ
の
「
助
言
機
能
」
か
ら
、
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
・
モ
デ
ル
と
い
う
図
式
的
整
理
を
あ
て
は
め
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
合
致
す
る
場
面
は
確
実
に
あ
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、

Ａ
Ｒ
とV

orstand

の
意
思
疎
通
は
も
う
す
こ
し
複
雑
で
あ
り
、
特
にV

orstand

の
業
務
執
行
の
自
律
性
（
七
六
条
一
項
）
と
Ａ
Ｒ
の
同

意
権
（
一
一
一
条
四
項
）
や
業
務
規
程
（
七
七
条
二
項
、
八
二
条
二
項
）
と
の
関
係
に
つ
き
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
も
ま
た
あ
き
ら
か
に

な
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
は
、
経
済
の
変
化
を
う
け
、
本
論
文
で
扱
っ
た
ド
イ
ツ
の
特
徴
が
稀
薄
化
す
る
時
期
に
入
る
。
自
己
金
融
を
中
心



三
〇

と
し
た
時
代
は
、
ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
に
終
焉
を
迎
え
る
。
そ
の
時
期
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
の
「
実
態

（A
ktienrehtsw

irklichkait

）」
を
ふ
ま
え
た
検
討
は
他
日
を
期
し
た
い
。

（
1
）
［
神
田
秀
樹
、
二
〇
二
〇
］

（
2
）
基
づ
い
た
資
料
は
、
監
査
役
会A

ufsichtsrat

の
制
度
的
沿
革
を
扱
う
日
本
の
代
表
的
業
績
［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］
一
八
八
頁
に
な
ら
い

（Passow
, 1922

）、（Schum
acher, 1937

）（
以
下
で
は
［
庄
子
良
男
（
訳
）、
二
〇
〇
八
］
で
引
用
す
る
）、（W

iethölter, 1961

）、
さ
ら
に
よ

り
近
時
に
つ
い
て
は
［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
に
な
ら
い
（Lutter, 2007

）
を
中
心
と
し
た
。
こ
れ
に
そ
れ
ら
の
被
引
用
文
献
等
、
そ
の
他

の
利
用
し
得
た
文
献
を
加
え
る
。

（
3
）V

orstand

、A
ufsichtsrat

、H
auptversam

m
lung

と
い
う
現
在
の
「
機
関
」
構
成
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
時
期
が
あ
り
、
株
式
会
社
の
内

部
組
織
を
「
機
関
構
成
」
と
表
現
す
る
の
を
た
め
ら
う
。
ま
た
、
現
在
通
用
す
る
日
本
語
訳
も
か
え
っ
て
理
解
を
困
難
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

資
料
と
し
て
の
役
割
も
考
え
、
煩
瑣
を
厭
わ
ず
な
る
べ
く
原
語
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

（
4
）
内
部
構
造
に
お
け
る
機
能
の
分
配
を
観
察
す
る
。
重
要
で
あ
っ
て
も
、
機
関
構
成
員
の
責
任
や
報
酬
な
ど
は
本
論
文
の
問
題
関
心
の
外
と
扱
う
。

（
5
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
諸
文
献
が
（Bösselm

ann, 1939

）
を
引
用
す
る
。（W

iethölter, 1961

）
七
〇
─
七
一
頁
、（Lieder, 2007

）
三
二
三

頁
、
ま
た
［
岩
崎
稜
、
一
九
九
六
］
三
五
三
頁
。

（
6
）
た
と
え
ば
（W

iethölter, 1961

）
七
二
頁
（“T

ypische Strukturen”

）、（Fleischer, 2007

）
四
三
三
頁
、
ま
た
［
岩
崎
稜
、
一
九
九
六
］

三
五
三
─
三
五
五
頁
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
ド
イ
ツ
の
株
式
会
社
に
典
型
が
あ
る
と
い
う
結
論
は
、
実
際
に
多
く
の
株
式
会
社
の
定
款
を
調
査
し

て
初
め
て
明
言
で
き
る
（Passow

, 1922

）
三
四
三
頁
以
下
（
特
に
三
四
五
─
三
四
八
頁
）、
お
よ
び
三
八
九
頁
以
下
（
特
に
三
九
一
─
三
九
二

頁
）。
定
款
自
治
の
範
囲
が
狭
ま
れ
ば
、
研
究
者
の
研
究
手
法
も
変
化
す
る
。

（
7
）
（W

iethölter, 1961

）
六
六
─
六
八
頁；

七
二
─
七
三
頁
、［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］
一
七
八
─
一
七
九
頁
。

（
8
）
（Passow

, 1922

）
三
四
九
頁
、（W

iethölter, 1961

）
七
二
頁
（
注（
110
））；
二
八
三
頁；

二
八
七
頁
（
注（
51
））、（Pahlow

, A
ktienrecht 

und A
ktiengesellschaft zw

ischen Revolution und Reichsgründung. D
as A

llgem
eine D

eutsche H
andelsgesetzbuch von 

1861, 2007

）
二
七
〇
頁
。
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督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（
9
）
（W

iethölter, 1961

）
七
四
頁
（
注（
115
））。
こ
の
よ
う
な
少
数
株
主
の
取
り
扱
い
は
、
そ
の
歴
史
を
さ
ら
に
遡
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
参
照
［
松

井
秀
征
、
二
〇
一
〇
］
一
〇
四
頁
。

（
10
）
（Lehm

ann, Recht der A
ktiengesellschaften, Band 2, 1904

）
三
三
六
頁
以
下
に
は
こ
う
あ
る
。「
か
つ
て
の
大
規
模
なH

andelskom
pagnie

に
戻
る
と
、
我
々
はH

auptpartizipanten

（
大
株
主
た
ち
）
に
出
遇
う
。
よ
り
多
く
の
株
式
を
保
有
す
るM

itglieder

（
構
成
員
）
だ
。
彼
ら

に
業
務
執
行
を
監
督
し
承
認
す
る
影
響
力
が
認
め
ら
れ
る
。
も
と
も
と
は
彼
ら
が
株
主
総
会
の
代
わ
り
だ
っ
た
が
、
後
に
、
総
会
の
任
務
が
拡
大

し
、
小
株
主
ら
に
も
総
会
へ
の
参
加
権
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
頃
に
は
、
彼
ら
はD

irektoren

を
監
督
し
、
重
要
な
一
定
の
業
務
に
同
意

を
与
え
るBeirat
（
顧
問
会
議
）
を
常
設
し
た
（V

erw
altungsrat

）。
こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
彼
ら
が
大
量
の
株
式
を
保
有
し
て
い
る
が
ゆ

え
に
認
め
ら
れ
る
権
力
に
基
づ
い
て
自
己
の
利
益
を
守
る
た
め
の
監
督
権
と
同
意
権
を
持
っ
た
こ
と
。
彼
ら
はV

erw
altungsrat

と
し
て
の
取

締
役V

orstand

（D
irektorialrat

）
を
そ
の
業
務
執
行
に
限
定
し
た
が
、
会
社
の
機
関
で
は
な
く
構
成
員
だ
っ
た
の
で
、
選
定
（W

ahl

）
さ
れ

る
こ
と
も
な
け
れ
ば
解
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
自
分
の
権
利
に
基
づ
い
て
管
理
（
執
行
）
へ
の
関
与
を
引
き
受
け
た
の

だ
っ
た
。」（（Passow

, 1922
）
三
八
九
─
三
九
〇
頁
の
引
用
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
。）；

（W
iethölter, 1961

）
七
四
頁
（
注（
109
））；

［
菅
原
菊
志
、

一
九
九
二
］
一
七
九
頁
注（
5
）。

（
11
）
こ
の
総
合
性
か
ら
、［
石
井
照
久
、
会
社
法 
上
巻
（
商
法 

Ⅱ
）、
一
九
六
七
］
は
「
大
株
主
会
」（
二
二
二
頁
お
よ
び
三
八
五
頁
）
と
し
て
い
た

と
み
ら
れ
る
。
一
方
［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］
は
「
経
営
管
理
担
当
機
関
」（
一
七
六
頁
）
の
語
を
あ
て
る
（［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
二

一
頁
は
こ
れ
に
な
ら
い
、［
庄
子
良
男
（
訳
）、
二
〇
〇
八
］
は
「
経
営
管
理
評
議
会
」
と
す
る
（
九
一
頁
等
））。
な
お
［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］

一
八
二
頁
な
ど
で
は
「
理
事
会
」
と
も
し
て
い
る
。［
前
田
重
行
、
一
九
九
八
］
五
九
八
頁
、［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
二
九
八
頁
は
原
語
に
近

い
「
管
理
委
員
会
」
と
し
て
お
り
、
本
論
文
で
は
「
管
理
会
」
と
し
た
。
な
お
、
本
文
後
掲
（
2
）
⒝
と
の
関
連
に
留
意
し
た
い
。

（
12
）
呼
称
は“D

irektorium
”

や„D
irektorialrat”

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
と
い
う
（（Passow

, 1922

）
三
九
〇
頁
、（W

iethölter, 1961

）
六
七
─
六

八; 

七
二
─
七
三; 

二
七
一
、
二
七
二
頁
）。

（
13
）
（Schum

acher, 1937

）＝［
庄
子
良
男
（
訳
）、
二
〇
〇
八
］
特
に
そ
の
八
九
頁；

九
〇
─
九
七
頁；

本
文
③
に
は
特
に
日
本
の
監
査
役
設
置
会

社
と
の
近
接
性
を
感
じ
る
。

（
14
）
（W

iethölter, 1961

）
六
七
─
六
八
頁
、（Schum

acher, 1937

）［
庄
子
良
男
（
訳
）、
二
〇
〇
八
］
八
二
─
八
四
頁
、
な
お
［
岩
崎
稜
、
一
九

九
六
］
二
六
四
─
二
六
六
頁
は
、（Renaud, 1875

）
に
よ
りH

ansem
ann

の
見
地
を
「
規
準
的
」
で
あ
っ
た
と
評
価
し
つ
つ
、Cam

phausen



三
二

も
大
株
主
か
ら
の
経
営
陣
の
独
立
を
意
図
し
て
い
た
と
す
る
。

（
15
）
（W

iethölter, 1961

）
六
九
頁
以
下
（
た
と
え
ば
注（
97
）
は
（Bösselm

ann, 1939

）
が
、
多
く
の
会
社
設
立
に
強
い
共
同
体
的
基
盤
（die 

starken ständischen

（; corporative

）Grundlagen

）
を
確
認
し
て
い
る
と
す
る
）、
ま
た
［
岩
崎
稜
、
一
九
九
六
］
三
五
三
頁
。

（
16
）
（Pahlow

, A
ktienrecht und A

ktiengesellschaft zw
ischen Revolution und Reichsgründung. D

as A
llgem

eine D
eutsche 

H
andelsgesetzbuch von 1861, 2007

）
二
七
四
頁
以
下
（Rn. 77

）。

（
17
）
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
の
審
議
過
程
に
つ
い
て
は
、（W

iethölter, 1961

）
七
三
─
七
四
頁
、
二
七
一
─
二
八
五
頁；

［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］
一
八
二

─
一
九
〇
頁；
［
新
山
雄
三
、
一
九
九
九
］
一
七
九
─
二
二
七
頁
。

（
18
）
（Pahlow

, A
ktienrecht und A

ktiengesellschaft zw
ischen Revolution und Reichsgründung. D

as A
llgem

eine D
eutsche 

H
andelsgesetzbuch von 1861, 2007

）
二
六
九
頁
（Rn. 63

）
議
決
権
を
得
る
最
小
持
株M

indestaktienbesitz

要
件
を
定
款
で
定
め
る
こ

と
が
で
き
た
。

（
19
）
当
時
の
表
記
は“A

ufsichtsrath”
で
あ
る
（
例
、（W

ächter, 1866

）
一
二
四
頁
）。

（
20
）
「
Ａ
Ｒ
が
設
置
さ
れ
た
と
き
は
」
と
い
う
条
件
節
が
あ
る
。

（
21
）
（W

iethölter, 1961

）
七
四
頁
。

（
22
）
（Pahlow

, A
ktienrecht und A

ktiengesellschaft zw
ischen Revolution und Reichsgründung. D

as A
llgem

eine D
eutsche 

H
andelsgesetzbuch von 1861, 2007

）（Rn. 69
）

（
23
）
（W

iethölter, 1961

）
二
七
九
─
二
八
五
頁
。

（
24
）
二
三
一
条
二
項
二
文
は
、V

erw
altungsrat

と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
た
以
外
は
そ
の
ま
ま
に
、
二
三
五
条
Ｈ
Ｇ
Ｂ
と
な
る
。

（
25
）
（Renaud, 1875

）
六
七
五
─
六
二
七
頁
が
こ
の
点
を
指
摘
し
、
Ａ
Ｒ
を
「
小
型
株
主
総
会
（eine verkürzte Generalversam

m
lung

）」

と
し
て
い
る
と
引
用
す
る
（（W

iethölter, 1961

）
二
八
四
頁
（
注（
41
）））。
こ
れ
に
つ
き
（Lieder, 2007

）
三
五
八
頁
（Rn. 71

）
お
よ
び

［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
三
四
頁
。

（
26
）
条
文
上
Ｇ
Ｖ
と
Ａ
Ｒ
と
が
株
主
の
代
表
機
関
と
し
て
同
趣
旨
だ
と
見
れ
ば
、
Ｇ
Ｖ
を
大
株
主
会
の
よ
う
に
利
用
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
本

文
⒞
）。
二
二
四
条
一
項
は
、
議
決
権
の
な
い
小
株
主
に
代
わ
っ
て
大
株
主
が
、「
全
株
主
」
と
し
て
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関
で
あ
る
と
し
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
株
主
間
の
誠
実
義
務
に
つ
な
が
る
。



三
三

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（
27
）
た
と
え
ば
（W

iethölter, 1961

）
二
八
一
頁
は
、
Ａ
Ｒ
に
関
す
る
二
二
五
条
中
の
「
利
益
処
分
案
の
検
査
と
Ｇ
Ｖ
へ
の
報
告
（2.3.4

）」
が
、

Ｇ
Ｖ
に
関
す
る
二
二
四
条
一
項
の
「
業
務
執
行
（2.2.1

）」
に
並
列
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
と
解
釈
し
、
こ
れ
ら
が
会
社
のLeitung

（
指
揮
）
に
含

ま
れ
、
監
督
機
能
を
表
す
も
の
で
は
な
い
と
評
価
す
る
よ
う
で
あ
る
。

（
28
）
（Schum

acher, 1937

）［
庄
子
良
男
（
訳
）、
二
〇
〇
八
］、
お
よ
び
そ
の
影
響
を
公
言
す
る
［
新
山
雄
三
、
一
九
九
九
］（
な
か
で
も
二
五
一

─
二
五
七
頁
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
29
）
（W

ächter, 1866

）
一
二
四
頁
（
注（
10
））
は
、A

ufsichtsrat （h

）
が
「“A

uschuß”

や“D
irektorialrat （h

）”

、“V
erw

altungsrat （h

）”

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
前
掲
注（
13
）
を
参
照
）。（Passow

, 1922

）
四
三
三
頁
は
、
後
述
す
る
Ｈ
Ｇ
Ｂ
の
時
代
に
な
っ
て
も

実
態
は
変
化
し
て
い
な
い
と
す
る
（
参
照
（W

iethölter, 1961

）
二
八
二
─
二
八
三
頁
、
お
よ
び
そ
の
注（
38
）─（
40
）））。
さ
ら
に
（Pahlow

, 
A

ktienrecht und A
ktiengesellschaft zw

ischen R
evolution und R

eichsgründung. D
as A

llgem
eine D

eutsche 
H

andelsgesetzbuch von 1861, 2007

）（Rn. 70

）、（Lieder, 2007

）
三
六
二
頁
、
お
よ
び
、［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］（
こ
と
に
一
八
九
─

一
九
〇
頁
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
30
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
五
頁
。

（
31
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
四
頁
（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｇ
Ｂ
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
会
社
実
務
のFortsetzung und Legalisierung

（
継
続
と
正
当
化
）

で
は
な
くBruch

（
切
断
）
を
見
出
す
べ
き
だ
ろ
う
と
す
る
）。

（
32
）
（W

iethölter, 1961

）
七
〇
─
七
一
頁；

銀
行
の
関
与
に
は
注
意
を
要
す
る
（
後
述
（
4
）
株
主
の
た
め
のA

ufsichtsrat

（
一
八
八
四
年
改

正
）、（
5
）
商
法
典
（
Ｈ
Ｇ
Ｂ
）（
一
八
九
七
年
成
立
、
一
九
〇
〇
年
施
行
））。

（
33
）
削
除
さ
れ
た
二
〇
八
条
の
文
言
は
「staatliche Genehm

igung

」
で
、
国
の
「
認
可
」
と
す
る
の
が
適
当
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、K

onzession

と
い
う
語
を
前
提
に
、
た
と
え
ば
［
大
隅
健
一
郎
、
新
版 

株
式
会
社
法
変
遷
論
、
一
九
八
七
］
は
「
特
許
」「
免
許
」「
許
可
」
な
ど
を
用
い
る

（
五
七
頁
以
下
）。

（
34
）
（Pahlow

, D
as A

ktienrecht im
 H

andelsgesetzbuch von 1897, 2007

）（Rn. 100

）

（
35
）
（Lieder, 2007

）
三
二
三
頁
、［
大
隅
健
一
郎
、
新
版 

株
式
会
社
法
変
遷
論
、
一
九
八
七
］
六
五
─
六
六
頁；

ま
た
［
岩
崎
稜
、
一
九
九
六
］

三
七
〇
頁
以
下
、
さ
ら
に
特
に
学
会
の
動
き
に
つ
い
て
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
五
三
─
五
四
頁
。

（
36
）
「D

er A
ufsichtsrath überw

acht die Geschäftsführung der Gesellschaft in allen Zw
eigen der V

erw
altung;

」
が
原
文
で
あ
る
。



三
四

（
37
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
六
頁
、（Lieder, 2007

）
三
六
〇
頁；

［
松
井
秀
征
、
二
〇
一
〇
］
一
〇
六
頁
、［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
二
九

頁
。

（
38
）
（Lieder, 2007

）
三
六
二
─
三
頁
（Rn. 79 f.

）
は
、
Ａ
Ｒ
は
大
株
主
の
利
益
を
代
表
す
る
機
関
と
な
り
、
株
主
全
体
に
成
り
代
わ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
、
定
款
に
よ
り
重
要
な
決
定
（
判
断
）
を
下
す
権
限
を
も
ちV
orstand

は
従
え
て
も
、
自
ら
を
律
す
る
力
は
弱
か
っ
た
、
と
表
現
し

て
い
る
。

（
39
）
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
三
〇
頁
（A

ssm
ann, Großkom

m
A

ktG, 4. A
ufl., Einl. Rdnr. 90

）。

（
40
）
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
三
〇
頁
（A

ssm
ann, Großkom

m
A

ktG, 4. A
ufl., Einl. Rdnr. 90

）。

（
41
）
（W

iethölter, 1961
）
三
五
頁
は
、
本
文
（
3
）
の
時
期
を
「
株
式
会
社
法
を
経
済
自
由
主
義
の
放
縦
に
お
ぼ
れ
さ
せ
た
」
第
一
の
波
と
呼
ん

で
い
る
。

（
42
）
（Lieder, 2007

）（Rn. 82
）。

（
43
）
（Lieder, 2007

）（Rn. 72

）。

（
44
）
設
立
時
を
含
め
た
会
社
財
産
に
関
す
る
規
制
は
本
論
文
の
関
心
の
外
に
あ
る
も
の
と
扱
う
。
い
わ
ゆ
る
資
本
の
三
原
則
に
あ
た
る
規
制
が
導
入

さ
れ
る
時
期
で
あ
る
。

（
45
）
「D

ie M
itglieder des A

ufsichtsraths können die A
usübung ihrer O

bliegenheiten nicht anderen Personen übertragen.

」

（
傍
線
部
に
つ
き
、O

bliegenheit

は
「
果
た
さ
れ
る
べ
き
こ
と
」
と
い
う
内
容
と
解
し
て
本
文
の
訳
語
と
し
た
。
参
照
、
椿
寿
夫
・
右
近
健
男

編
『
ド
イ
ツ
債
権
法
総
論
』（
一
九
八
八
・
日
本
評
論
社
）
六
頁
。

（
46
）
「D

ie M
itglieder des A

ufsichtsraths dürfen nicht zugleich M
itglieder des V

orstandes oder dauernd Stellvertreter derselben 
sein, auch nicht als Beam

te die Geschäfte der Gesellschaft führen.

」

（
47
）
「D

er A
ufsichtsrath hat den V

orstand bei seiner Geschäftsführung in allen Zw
eigen der V

erw
altung zu überw

achen und 
...

」

（
48
）
（Lutter, 2007

）
三
九
四
頁
（Rn. 6

）
と
く
に
そ
の
注（
14
）。

（
49
）
（Lutter, 2007

）
三
九
二
頁
は
、
Ａ
Ｒ
の
専
門
性
向
上
の
端
緒
と
評
価
す
る
（Rn. 2

）。
同
箇
所
で
は
ま
た
、
職
務
の
移
譲
禁
止
（4.2.3

）
を

以
っ
て
、
Ａ
Ｒ
の
務
め
は
、
そ
の
構
成
員
が
そ
れ
ぞ
れ
余
人
を
も
っ
て
代
え
が
た
い
者
で
あ
る
必
要
が
あ
る
ほ
ど
の
高
度
な
も
の
と
い
う
考
え
方



三
五

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（höchstpersönliche Charakter des A
m

tes

）
が
確
立
し
た
と
す
る
。

（
50
）
旧
二
三
一
条
二
項
のV

erw
altungsrat

と
の
並
列
（
参
照
、
1
（
2
）
イ
お
よ
び
注（
25
）
は
、「
Ｇ
Ｖ
、
Ａ
Ｒ
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
会
社

機
関
の
同
意
」
と
さ
れ
、
解
消
し
て
い
る
。

（
51
）
（Lutter, 2007

）
三
九
三
頁
（Rn. 2

）。

（
52
）
（Goldschm

idt, 1884

）（S. 86 f.

）（（W
iethölter, 1961

）
二
九
五
頁
（
注（
87
））
に
よ
る
。）

（
53
）
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
五
三
─
五
七
頁
。

（
54
）
（H

opt, 1979
）
二
三
三
頁
（
銀
行
は
Ｇ
Ｖ
を
介
し
た
経
営
へ
の
影
響
力
確
保
を
間
接
的
と
考
え
、
そ
れ
に
加
え
て
従
来
のV

erw
altungsrat

の
よ
う
に
Ａ
Ｒ
を
使
い
た
か
っ
た
と
す
る
）、
ま
た
［
松
井
秀
征
、
二
〇
一
〇
］
二
二
一
頁
。

（
55
）
（Lutter, 2007

）
三
九
五
頁
（Rn. 8

）
は
こ
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
「
監
督
機
関K

ontrollorgan

で
あ
り
な
が
ら
、
可
能
態
と
し
て
の
管

理
機
関
で
も
あ
る
Ａ
Ｒ
の
ヤ
ヌ
ス
的
性
格
（“Janusköpfigkeit”

）
は
そ
の
ま
ま
保
た
れ
た
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
法
的
に
正
当
化
さ
れ
て
し
ま
っ

た
」
と
す
る
。

（
56
）
た
と
え
ば
、［
村
上
淳
一
、
一
九
八
五
］
二
四
二
頁
以
下
に
は
、
被
傭
者
が
選
出
し
た
古
参
者
会
（Ä

ltestenkollegium

）
に
参
加

（M
itw

irkung

）
を
認
め
る
と
い
う
労
働
者
参
加
の
例
が
挙
が
る
（
一
八
八
七
年
）。
こ
の
制
度
を
用
意
し
た
企
業
家
は
「
労
働
者
の
状
態
の
改
善

お
よ
び
社
会
主
義
者
の
勢
力
増
大
の
阻
止
と
い
う
労
働
者
代
表
制
度
の
二
つ
の
目
的
は
、
資
本
主
義
的
所
有
秩
序
の
維
持
と
い
う
最
終
目
標
に
収

斂
す
る
」
と
す
る
（
同
二
四
五
頁
）。
制
度
の
立
法
化
（
常
設
の
労
働
者
委
員
会
）
を
促
す
決
定
的
な
意
義
は
、
一
八
八
九
年
の
鉱
山
労
働
者
の

ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
た
と
す
る
（
同
二
四
七
頁
）。

（
57
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
八
頁
。

（
58
）
（H

opt, 1979

）
二
三
四
頁
に
よ
る
（（Eulenburg, 1906

）
の
調
査
）。

（
59
）
甲
Ａ
Ｇ
（
銀
行
）
のV

orstand

構
成
員
Ｓ
が
乙
Ａ
Ｇ
（
製
造
業
）
の
Ａ
Ｒ
構
成
員
で
も
あ
る
場
合
に
、
乙
のV

orstand

構
成
員
Ｔ
が
甲
の
Ａ

Ｒ
構
成
員
と
な
る
こ
と
（
現
行
株
式
法
一
〇
〇
条
二
項
一
文
三
号
は
、
Ｔ
が
乙
の
代
表
者
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
制
限
し
て
い
る
）。
な
お
、［
西

独
株
式
法
、
一
九
六
九
］
一
五
三
頁
は
こ
れ
を
「
交
錯
連
繫
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
60
）
（Lutter, 2007

）（Rn. 9

）。

（
61
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
九
─
二
九
〇
頁
。



三
六

（
62
）
（Lutter, 2007

）
三
九
三
頁
は
、
銀
行
が
発
起
人
と
し
て
（
の
ち
の
株
主
と
し
て
）
影
響
力
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
各
種
手
法
に
つ
い
て
は
一

八
七
〇
年
改
正
で
も
規
制
が
試
み
ら
れ
て
お
り
、「
脱
法
」
が
盛
ん
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
（
最
長
一
年
の
任
期
制
限
を
回
避
す
る
、
監
督
権
限
を

設
立
中
に
移
譲
す
る
）（Rn. 4

）。
ま
た
「V

orstand

をA
ufsichtsrat

の
構
成
員
の
一
部
だ
け
で
構
成
す
る
会
社
は
多
い
」
と
の
一
九
〇
三
年

お
よ
び
一
九
〇
六
年
時
点
で
の
報
告
も
あ
る
と
い
い
（（W

iethölter, 1961

）
二
八
七
頁
（
注（
59
）））、
目
を
疑
う
（4.2.4

）。

（
63
）
［
村
上
淳
一
、
一
九
八
五
］
二
六
二
頁
。

（
64
）A

rbeiter
を
労
働
者
（labourer

）、A
ngestellte

を
従
業
員
（em

ployee

）
と
し
た
（
参
照
、［
村
上
淳
一
、
一
九
八
五
］
二
六
三
頁
、［
高

橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
六
二
頁
以
下
）。

（
65
）
「In U

nternehm
ungen, für die ein A

ufsichtsrat besteht und nicht auf Grund anderer Gesetze eine gleichartige V
ertretung 

der A
rbeitnehm

er im
 A

ufsichtsrate vorgesehen ist, w
erden nach M

aßgabe eines besonderen hierüber zu erlassenden 
Gesetzes ein oder zw

ei Betriebsratsm
itglieder in den A

ufsichtsrat entsendt, um
 die Interessen und Forderungen der 

A
rbeitnehm

er sow
ie deren A

nsichten und W
ünsche hinsichtlich der O

rganisation des Betriebs zu vertreten. D
ie 

V
ertreter haben in allen Sitzungen des A

ufsichtsrats Sitz und Stim
m

e, erhalten jedoch keine andere V
ergütung als eine 

A
ufw

andsentschädigung. Sie sind verpflichtet, über die ihnen gem
achten vertraulichen A

ngaben Stillschw
eigen zu 

bew
ahren.

」

（
66
）
「Zw

ei Betriebsratsm
itglieder sind zu entsenden, w

enn nach dem
 zur Zeit der A

nberaum
ung der W

ahl geltenden 
Gesellschaftsvertrage

（Statut, Satzung

）m
ehr als drei A

ufsichtsratsm
itglieder gew

ählt w
erden können oder beide 

A
rbeitnehm

ergruppen

（A
rbeiter und A

ngestellte
）im

 W
ahlkörper 

（§
5

） vertreten sind. In allen übrigen Fällen ist eines 
zu entsenden. Zum

 Ersatz ausscheidender M
itglieder sollen für jedes in den A

ufsichtsrat zu entsendende M
itglied zw

ei 
Ersatzsm

itglieder gew
ählt w

erden.

」

（
67
）
［
村
上
淳
一
、
一
九
八
五
］
二
四
六
─
二
七
二
頁
。

（
68
）
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
鉱
山
業
な
ど
に
対
象
を
限
定
し
た
任
意
の
制
度
と
し
て
始
め
ら
れ
た
労
働
者
の
共
同
決
定
は
、
大
ま
か
に
言
っ
て
、
義
務

化
、
対
象
事
業
の
拡
大
（
た
だ
し
、
規
模
基
準
に
よ
る
適
用
除
外
）、
そ
し
て
、
対
象
事
業
の
限
定
を
外
す
一
般
化
（
た
だ
し
規
模
基
準
併
用
）

と
い
う
経
緯
を
た
ど
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
（
本
文
後
述
（
8
）
ア
を
参
照
）。



三
七

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（
69
）
（Lutter, 2007

）Rn. 12

に
よ
る
と
、
両
規
定
は
一
九
三
四
年
一
月
「
国
家
的
労
働
の
命
令
に
関
す
る
法
律 Gesetz zur O

rdnung der 
nationalen A

rbeit

」
第
六
五
条
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
た
。

（
70
）
慣
行
で
あ
っ
た
Ａ
Ｒ
内
の
委
員
会
が
一
九
三
七
年
株
式
法
で
法
定
さ
れ
た
（7.5.2

）
も
の
の
、
委
員
会
に
は
全
体
会
の
重
要
な
権
限
を
移
譲
で

き
た
（
後
掲
注（
85
））。
そ
こ
で
、
そ
う
し
た
重
要
な
委
員
会
へ
の
出
席
を
拒
む
実
務
が
生
じ
た
。
労
働
者
代
表
の
委
員
会
へ
の
出
席
権
に
つ
き

参
照
、（Lutter, 2007

）Rn. 45

。

（
71
）
（Rathenau, 1918

）
は
「
あ
る
考
察
」
と
副
題
を
付
し
て
い
る
。Rathenau

の
全
体
像
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
論
じ
な
い；

（W
iethölter, 

1961

）
三
八
─
四
二
頁
。
な
お
、
最
新
の
研
究
と
し
て
［
新
津
和
典
、
株
主
権
の
再
評
価
、
二
〇
二
〇
］　

一
四
一
頁
以
下
。

（
72
）
（Rathenau, 1918
）
一
三
─
一
九
頁
（
本
論
文
で
は
一
九
二
二
年
版
に
よ
る
頁
数
を
用
い
る
）；

［
大
隅
健
一
郎
、
新
版 

株
式
会
社
法
変
遷
論
、

一
九
八
七
］
三
七
八
─
三
七
九
頁
。
な
お
、
前
述
（
2
）
イ
を
参
照
。

（
73
）
（H

üffer, 2007

）Rn. 9
（
そ
の
注（
18
））
に
そ
の
よ
う
な
主
張
者
が
挙
が
る
。

（
74
）
（Rathenau, 1918

）
一
五
頁；
［
大
隅
健
一
郎
、
新
版 

株
式
会
社
法
変
遷
論
、
一
九
八
七
］
三
七
八
─
三
七
九
頁
。

（
75
）
（Rathenau, 1918

）
一
六
頁
。

（
76
）
（Rathenau, 1918

）
一
七
─
一
九
頁
：“D

iese Schicksalsfrage der Führerschaft aber ist die höchste und verantw
ortungsvollste 

A
ufgabe des A

ufsichtsrats; an ihr m
uß sich in gegebenen A

bständen seine M
enschenkenntnis und organisatorische K

raft 
erproben.”

（
77
）
（Rathenau, 1918

）
一
三
頁；

（Lutter, 2007

）
三
九
八
頁
（Rn. 10

）
は
こ
れ
を
「
実
行
可
能
な
監
督
活
動
の
強
度
」
の
問
題
と
「
監
督
活

動
の
不
熱
心
」
と
に
分
け
て
い
る
。

（
78
）
（W

iethölter, 1961

）
二
八
八
頁；

Rathenau

は
大
企
業
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
構
成
員
が
大
株
主
で
あ
る
こ
と
は
稀
と
指
摘
す
る
が
（
一
六
頁
）、

先
の
⒠
〜
⒣
の
状
況
（
経
済
集
中
）
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
79
）
［
菅
原
菊
志
、
一
九
九
二
］
三
五
頁
は
、「
議
会
（Parlam

ent

）」
化
と
い
う
ヴ
ュ
ル
デ
ィ
ン
ガ
ー
の
表
現
を
引
用
す
る
。

（
80
）
労
働
者
代
表
や
事
業
所
委
員
会
委
員
が
不
祥
事
に
加
担
す
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
。

（
81
）
た
と
え
ば
［
ト
ゥ
ー
ズ
、
二
〇
一
九
］
五
六
頁
以
下
。

（
82
）
「
一
九
三
七
年
改
正
公
式
理
由
書
」
二
頁
（
本
論
文
で
は
（K

lausing, 1937

）
の
頁
数
で
引
用
す
る
）。



三
八

（
83
）
（W

iethölter, 1961

）
四
五
頁
、（Lutter, 2007

）Rn. 31

─35

、［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
六
四
─
六
八
頁
。

（
84
）
「
公
式
理
由
書
」
七
八
頁
：「
Ａ
Ｒ
の
重
要
な
権
限
の
委
譲
も
、
そ
れ
が
法
律
あ
る
い
は
定
款
に
基
づ
く
も
の
な
ら
ば
、
一
定
の
範
囲
内
で
原
則

と
し
て
許
さ
れ
て
い
る
。
重
要
な
権
限
を
構
成
員
の
ひ
と
り
あ
る
い
は
会
長
に
委
譲
す
る
こ
と
は
草
案
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。」

（
85
）
（D

eutsche Bundesbank, 2020

））
に
よ
る
と
、
一
九
三
七
年
当
時
の
1
Ｒ
Ｍ
は
二
〇
二
〇
年
一
月
時
点
の
€
4
・
3
の
価
値
と
い
う
の
で
、

［500,000
（RM

）］×［4.3

（€

）］×［124.8

（¥

）］
と
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
二
億
七
〇
〇
〇
万
円
弱
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
株

式
会
社
と
い
う
企
業
形
態
を
廃
止
せ
よ
と
す
る
見
解
の
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
（Lutter, 2007

）（Rn. 41

）；

た
だ
し
［
ト
ゥ
ー
ズ
、
二
〇
一
九
］

一
一
三
頁
以
下
を
み
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
が
政
策
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
86
）
「
一
九
三
七
年
改
正
公
式
理
由
書
」
五
六
頁
。

（
87
）
「
一
九
三
七
年
改
正
公
式
理
由
書
」
五
六
頁
は
、
Ｈ
Ｖ
が
改
正
前
か
ら
最
高
位
の
機
関
で
あ
り
、V

orstand

とA
ufsichtsrat

の
ち
か
ら
の
源

は
Ｈ
Ｖ
に
あ
る
と
し
た
上
で
、
し
か
し
、
株
主
（
し
か
も
そ
の
多
数
派
）
が
株
式
会
社
の
命
運
を
決
め
る
の
は
不
適
切
だ
と
明
言
す
る
。（H

üffer, 
2007

）（Rn. 10

）
は
、
よ
り
精
緻
に
、
業
務
執
行
を
例
示
し
て
Ｇ
Ｖ
に
お
け
る
株
主
の
権
利
と
し
て
い
た
か
つ
て
の
二
五
〇
条
Ｈ
Ｇ
Ｂ
（5.4

）
か

ら
、
Ｇ
Ｖ
が
Ａ
Ｒ
を
「
一
種
の
株
主
代
表
者
会
議Gesellschafterausschuß

」
に
用
い
る
構
図
を
描
き
、
執
行
機
能
は
Ｇ
Ｖ
に
あ
っ
た

（V
erw

altungsrat

と
し
て
の
Ａ
Ｒ
に
は
な
い
）
と
す
る
解
釈
を
示
す
。
Ｇ
Ｖ
の
一
株
一
議
決
権
原
則
の
強
制
（4.1

）
で
立
法
者
の
方
針
が
そ
の

よ
う
に
変
化
し
（
あ
る
い
は
定
ま
り
）、
こ
の
改
正
（7.1.1; 7.9

）
ま
で
続
い
た
と
考
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
（
参
照
、
後
掲
注（
95
））。

（
88
）
（Bayer/Engelke, 2007

）
六
五
〇
頁
（Rn. 71
）
も
監
督
が
Ａ
Ｒ
の
「
主
た
る
」
職
務
だ
と
す
る
）；

［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
〇
〇
頁
、

［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
七
九
─
八
〇
頁
。「
一
九
三
七
年
改
正
公
式
理
由
書
」
五
六
頁
は
「
年
次
決
算
の
確
定
（
一
二
五
条
）」
を
執
行
機
能

の
ひ
と
つ
に
算
え
、
Ｖ
／
Ａ
の
協
働M

itw
irkung

（
Ｈ
Ｖ
の
権
限
で
は
な
い
）
と
い
う
原
則
を
立
て
た
と
説
明
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
同
意
権

の
留
保
（7.2.1

）
を
執
行
機
能
に
分
類
す
る
の
は
も
と
よ
り
だ
ろ
う
。

（
89
）
［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］
は
、
こ
れ
に
よ
りV

orstand
を
選
解
任
す
る
権
限
の
Ｇ
Ｖ
へ
の
委
譲
が
ゆ
る
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
す
る

（［
慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
（
訳
）、
一
九
六
九
］
一
一
五
頁
）。

（
90
）
（Bayer/Engelke, 2007

）
六
四
七
頁
（Rn. 64

）。

（
91
）
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
七
九
頁
。
な
お
、（7.1.1

）
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
指
導
者
原
理
を
本
論
文
で
は
扱
わ
な
い
（
参
照
、［
高
橋
英
治
、

二
〇
一
八
］
六
九
─
七
一
頁
）。



三
九

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（
92
）
本
文
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
Ａ
Ｒ
内
部
に
つ
い
て
、
会
長
と
委
員
会
（A

usschuß

）
が
制
度
化
さ
れ
（7.5.1; 7.5.2

）、
招
集
権
限
が
各
構
成

員
に
付
与
さ
れ
（7.5.3

）、
職
務
を
遂
行
す
る
前
提
と
な
る
情
報
を
入
手
し
や
す
く
す
る
（7.6

）
な
ど
、
監
督
機
能
を
主
と
さ
せ
る
以
上
、
そ
の

実
効
を
あ
げ
る
た
め
に
良
い
と
思
わ
れ
る
し
く
み
を
採
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
兼
任
累
積
数
の
制
限
（7.3

）
も
同
旨
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
（
緊
急
命
令
よ
り
も
半
減
さ
せ
て
い
る
：「
Ａ
Ｒ
は
構
成
員
三
〇
名
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
兼
任
累
積
数
は
二
〇
（
緊
急
命
令A

rt. 
V

III A
bs. 3

、4

）」）。

（
93
）
（Lutter, 2007

）Rn. 53

（
94
）
（H

üffer, 2007
）Rn. 11

（
原
文
は“bew

ußtseinsbildend”

と“w
irkungsm

ächtig”

で
あ
る
）；

（Rn. 12

）
で
は
、
従
属
会
社
のV

orstand

が
法
的
原
則
で
あ
る
会
社
の
指
揮
義
務
（
現
行
株
式
法
七
六
条
一
項
（=7.1

））
を
果
た
せ
な
い
こ
と
を
例
に
（
現
行
株
式
法
三
〇
八
条
一
項
と
三

二
三
条
一
項
の
「
指
揮
に
対
す
る
〝
指
示
〟（2.2.2

）」）、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
内
部
に
お
け
るV

orstand

のD
irektorium

化
（
裁
量
の
喪
失
）
を

指
摘
す
る
（［H

V
＞

A
R

（≒
V

erw
altungsrat

）＞
V

orstand

（≒
D

irektorium

）］
と
い
う
構
図
）（
参
照
、
注（
87
）、（
99
）、
お
よ
び
、

（
109
））。

（
95
）
（Lutter, 2007

）Rn. 60

（
そ
の
注（
99
）
で
（Studienkom

m
ission des D

eutschen Juristentags, 1955

）
三
一
頁
と
七
六
頁
を
引
用
す

る
）

（
96
）
（W

iethölter, 1961

）
三
七
─
三
八
頁
。

（
97
）
（Lutter, 2007

）Rn. 29
；

（W
iethölter, 1961

）
四
五
頁；

ま
た
［
ト
ゥ
ー
ズ
、
二
〇
一
九
］
一
一
三
頁
以
下
。

（
98
）
（Lutter, 2007

）Rn. 13

（
法
制
度
上
の
欠
点
が
あ
る
と
い
う
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
注（
43
））；

［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
一
九
頁
。
な
お
、

単
層
制
と
の
比
較
は
何
度
も
行
わ
れ
る
：［
正
井
章
筰
、
二
〇
〇
三
］
一
四
頁
。

（
99
）
（Lutter, 2007

）
に
よ
る
要
約
（Rn. 13

）（
そ
の
原
注（
44
）、（
45
）
と
も
、34. D

JT
, Bd. 1, 1926, Gutachten Lehm

ann S. 296 

（298

）

を
引
用
す
る
）。

（
100
）
（Lutter, 2007

）（Rn. 56

）「
一
九
四
六
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
政
府
は
、
自
ら
の
施
政
下
に
あ
るRuhr

地
域
の
石
炭
鉄
鋼
産
業
の
企
業
に
平

等
な
共
同
決
定
を
導
入
し
た
。
連
邦
共
和
国
樹
立
後
、
政
府
と
議
会
は
イ
ギ
リ
ス
の
実
務
を
共
和
国
の
法
に
移
植
す
る
の
を
た
め
ら
っ
た
。
労
働

組
合
が
ゼ
ネ
ス
ト
の
構
え
を
見
せ
た
あ
と
の
一
九
五
一
年
、
モ
ン
タ
ン
産
業
向
け
労
働
者
共
同
決
定
の
初
め
て
の
法
制
化
に
至
っ
た
。」

（
101
）
（Lutter, 2007

）Rn. 71



四
〇

（
102
）
憲
法
訴
訟
に
つ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
［
高
橋
英
治
、
二
〇
一
八
］
八
五
頁
。

（
103
）
列
挙
さ
れ
て
い
る
の
は
、
Ａ
Ｒ
会
長
と
そ
の
代
行
者
の
選
出
（
本
条
一
項
一
文
）（8.3.1

）／V
orstand

の
業
務
規
程
の
策
定Erlass

（
七
七
条

二
項
一
文
）（8.2.3

）／V
orstand

の
選
任
と
解
任
（
八
四
条
一
項
一
文
、
三
項
一
文
）（7.4

）、
お
よ
び
、
筆
頭V

orstand

の
指
名
と
解
職
（
八
四

条
二
項
一
文
、
三
項
一
文
）（8.2

≠
7.1.2

）／
株
主
総
会
の
招
集
権
（
一
一
一
条
三
項
）（4.2.5

）／
年
次
決
算
、
事
業
報
告
、
そ
し
て
、V

orstand
に
よ
る
利
益
処
分
案
の
検
査
・
報
告
（
一
七
一
条
、
三
一
四
条
二
項
三
項；

三
三
一
条
三
項
三
文
）；

同
意
権
（
一
般
：
一
一
一
条
四
項
＋
特
別
：

五
九
条
三
項
）；
（Lutter, 2007

）Rn. 70

（
104
）
（Lutter, 2007
）Rn. 77, 78

（
105
）
［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］
は
、
一
八
七
〇
年
ま
で
の
［V

erw
altungsrat＞

D
irektorium

］
型
に
つ
い
て
、「
こ
の
職
務
分
配
は
株

式
会
社
の
本
質
に
適
合
す
る
」
と
す
る
（［
慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
（
訳
）、
一
九
六
九
］
一
〇
四
頁
）。

（
106
）
そ
の
例
と
し
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
形
成
手
続
き
（「
企
業
契
約
」
締
結
の
承
認
）（
二
九
三
条
）
を
挙
げ
、
Ｈ
Ｖ
のV

orstand

に
対
す
る
義
務
付

け
（〝
指
示
〟
に
あ
た
る
）（
八
三
条
二
項
）（8.1.1

）
が
こ
れ
を
支
え
る
と
す
る
。
こ
れ
は
「
書
か
れ
ざ
る
Ｈ
Ｖ
の
権
限
」
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る

（（H
üffer, 2007

）Rn. 11

（
そ
の
注（
24
））、（H

üffer/K
och, 2020

）§
76 Rn. 26, §

119 Rn. 16 ff.

）（
参
照
、
前
掲
注（
95
））。

（
107
）
［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］（［
慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
（
訳
）、
一
九
六
九
］
一
〇
三
頁
）。

（
108
）
一
〇
五
条
一
項
（（4.2.4

）
よ
り
も
文
言
を
精
密
に
し
た
）、
一
〇
〇
条
一
項
二
号
三
号
（Ü

berkreuzverflechtung

に
対
応
し
た
（
前
述
⒢

お
よ
び
注（
60
）））。

（
109
）V

orstand

の
報
告
、
Ａ
Ｒ
と
の
や
り
と
り
が
一
九
三
七
年
法
よ
り
も
細
密
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（（Lutter, 2007

）Rn. 73

─75

）。

（
110
）
［
一
九
六
五
年
政
府
草
案
理
由
書
］（［
慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
（
訳
）、
一
九
六
九
］
一
〇
三
頁
）；

（Lutter, 2007

）Rn. 125

は
、

Enron

事
件
後
の
ア
メ
リ
カ
の
対
応
を
同
様
に
捉
え
（「
一
定
の
職
務
、
特
にFinanzkontorolle

に
つ
い
て
、boardm

em
ber

をinside/
outside

に
分
離
」）、
イ
ギ
リ
ス
の
対
応
も
同
様
に
捉
え
て
い
る
（
そ
の
注（
165
）「board

の
中
にPrüfungsausschüssen

（
監
査
委
員
会
）
を

設
置
す
る
」）。

（
111
）
（W

iethölter, 1961

）
三
〇
四
─
三
〇
五
頁
に
そ
れ
が
書
か
れ
て
い
る
（
そ
れ
以
降
三
一
四
頁
ま
で
が
具
体
的
提
案
）。
Ａ
Ｒ
とV

orstand

の

人
的
分
離
に
つ
い
て
も
「
対
外
的
・
形
式
的
に
は
有
意
義
で
あ
っ
て
も
、
実
際
上
大
し
た
意
味
は
な
い
（
三
〇
三
頁
）」
と
す
る
（
そ
の
注（
123
）

に
異
説
と
し
て
挙
が
る
の
が
（W

ürdinger, 1959

）
一
四
一
頁
以
下
で
あ
る
）（
参
照
、（Lutter, 2007

）Rn. 60

）。



四
一

執
行
と
監
督
の
機
能
的
分
離
（
小
宮
）

（
112
）
（W

iethölter, 1961

）
三
〇
八
頁
（
⒠
）
本
文
中
①
よ
り
も
②
が
劣
る
と
明
言
す
る
。

（
113
）
（W

iethölter, 1961

）
三
一
〇
頁
以
下
（§

59

）、
労
働
者
の
共
同
決
定
よ
り
も
、
少
数
株
主
代
表
が
Ａ
Ｒ
に
属
す
る
こ
と
の
方
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

（
114
）
（Lutter, 2007

）Rn. 91

（
そ
の
注（
132
）
に
九
〇
年
代
初
頭
の
例
）（
同Rn. 124

注（
162
）
で
は
、「
一
般
か
ら
の
批
判
の
矛
先
は
Ａ
Ｒ
に
ば
か

り
向
き
、V

orstand

が
批
判
さ
れ
る
こ
と
は
稀
だ
（
奇
妙
だ
）」
と
す
る
。）

（
115
）
参
照
、［
新
津
和
典
、
二
〇
一
四
］、［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
二
〇
頁
。

（
116
）
（Lutter, 2007
）Rn. 91

（
117
）
（Grigoleit, 2020
）§76 Rn. 75

（
現
行
株
式
法
で
示
せ
ば
、
七
六
条
一
項
＋
一
一
一
条
四
項
一
文
＋
一
一
九
条
二
項
）。

（
118
）
（Grigoleit, 2020
）§76 Rn. 80；

［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
一
〇
頁
以
下
。

（
119
）
労
働
者
の
共
同
決
定
とA

ufsichtsrat

、
な
い
し
二
層
制
と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
に
つ
き
［
前
田
重
行
、
二
〇
一
六
］
三
二
〇
頁
。

（
120
）
た
と
え
ば
［
新
山
雄
三
、
一
九
九
九
］
三
一
一
頁
以
下
。

（
121
）
（K

aw
am

oto, 1994

）
六
七
頁
以
下
は
、V

erw
altungsrat

の
語
を
「
広
義
の
業
務
執
行
機
関
」
と
し
て
日
本
の
「
取
締
役
会
」
の
ド
イ
ツ
語

訳
に
用
い
る
。
こ
の
用
語
法
は
適
切
で
あ
る
だ
け
に
、
監
査
役
設
置
会
社
に
お
け
る
議
論
の
難
し
さ
を
想
起
さ
せ
る
（
参
照
、［
高
橋
英
治
、
二

〇
一
八
］
一
三
五
頁
）。

（
122
）
（Lutter, 2007

）Rn. 91

（
そ
の
注（
135
）
に
よ
る
）
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四
二
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〇
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一
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日
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頁 

慶
應
義
塾
大
学
商
法
研
究
会
（
訳
）（
一
九
六
九
）
西
独
株
式
法　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会

庄
子
良
男
（
訳
）（
二
〇
〇
八
）
ヘ
ル
マ
ン
・
シ
ュ
ー
マ
ッ
ハ
ー
著 
普
通
ド
イ
ツ
商
法
典
に
至
る
ま
で
の
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
株
式
会
社
の
内
部
組
織

の
発
展
─
株
式
会
社
の
経
営
管
理
の
問
題
に
つ
い
て
の
寄
与
─ 
一
九
三
七
年　

駿
河
台
法
学
二
二
巻
一
号
、
六
五
─
一
四
八

新
津
和
典
（
二
〇
一
四
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
会
社
で
の
一
層
制
の
選
択
肢 

─
集
中
的
経
営
モ
デ
ル
を
中
心
に
─　

北
村
雅
史=

高
橋
英

治
（
編
）、
藤
田
勝
利
先
生
古
希
記
念
論
文
集 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
会
社
法
改
正 

法
律
文
化
社

新
津
和
典
（
二
〇
二
〇
）
株
主
権
の
再
評
価　

成
文
堂

菅
原
菊
志
（
一
九
九
二
）
ド
イ
ツ
株
式
法
の
監
査
役
制
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取
締
役
・
監
査
役
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商
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研
究
Ⅰ
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山
社

高
橋
英
治
（
二
〇
一
八
）
日
本
と
ド
イ
ツ
に
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け
る
株
式
会
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法
の
発
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中
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済
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